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Tamaki Town だ れ も が 安 心 し て 、 元 気 に 暮 ら せ る ま ち 　 ふ る さ と 玉 城

たまき

　
４月３日、田丸城跡城郭内で「玉城町桜まつり」を開催。天候にも恵まれ、満開の桜を
ひと目見ようと大勢の方が来場されました。会場は、ステージイベントや飲食ブースな
どでにぎわい、楽しい一日になりました。　　　　　　　　　　　　　（詳細は P.2 へ）
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田
丸
城
築
城
6
8
0
周
年
記
念

第
29
回
玉
城
町
桜
ま
つ
り
を
開
催

4 月 3 日
　

桜
満
開
の
中
、「
第
29
回
玉
城

町
桜
ま
つ
り
（
主
催

：

同
実
行
委

員
会
）」を
開
催
し
ま
し
た
。
開
催

当
日
は
、
5
0
0
0
名
余
り
の
人

出
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
で
は
、鼓
童
会（
玉
丸

城
太
鼓
保
存
会
）
が
力
強
い
太
鼓

演
奏
で
会
場
を
盛
上
げ
、続
い
て

町
の
観
光
Ｐ
Ｒ
新
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
た
ま
ま
る
く
ん
」の
お
披
露
目
が

あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、町
内
保
育
園
児
や
健

康
し
あ
わ
せ
委
員
の
み
な
さ
ん
、

長
更
い
な
ほ
フ
レ
ン
ズ
、社
会
福

祉
協
議
会
職
員
が
「
元
気
で
す
た

ま
き
」の
曲
に
合
わ
せ
て
踊
り
、ご

当
地
バ
ン
ド
田
丸
嬢
が
「
ス
マ
イ

ル
玉
城
」
な
ど
の
演
奏
を
披
露
し

ま
し
た
。
ま
た
、地
元
演
歌
歌
手

の
鳳
城
朋
美
さ
ん
に
よ
る
歌
謡

シ
ョ
ー
も
あ
り
ま
し
た
。

　

午
後
の
部
で
は
、玉
城
中
学
校

吹
奏
楽
部
に
よ
る
演
奏
に
続
き
、

相
可
高
校
ダ
ン
ス
同
好
会
、チ
ー

ム
ア
レ
ー
ス
、松
阪
高
校
ダ
ン
ス

部
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
10
ｔ
ｈ
に
よ
る

ダ
ン
ス
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、Ｖ
Ｏ

Ｇ,
Ａ
Ｉ
Ｌ
Ａ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｃ
に
よ
る

ス
ペ
シ
ャ
ル
ラ
イ
ブ
、お
笑
い
芸

人
ガ
リ
ッ
ト
チ
ュ
ウ
に
よ
る
お
笑

い
ラ
イ
ブ
が
行
わ
れ
、最
後
は
玉

丸
城
太
鼓
に
よ
る
演
奏
で
ス
テ
ー

ジ
イ
ベ
ン
ト
を
締
め
く
く
り
ま
し

た
。

　

ま
た
、会
場
内
（
屋
内
体
育
館
）

で
は
チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
の
ほ

か
、約
40
軒
の
飲
食
物
や
お
も

ち
ゃ
な
ど
の
露
店
が
軒
を
連
ね
、

ま
つ
り
の
華
や
か
さ
を
盛
上
げ
て

い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、フ
ィ

ナ
ー
レ
で
は
大

勢
の
来
場
者
が
ス

テ
ー
ジ
を
囲
む
な

か
、も
ち
ま
き
を
行

う
な
ど
、参
加
さ
れ

た
み
な
さ
ん
の
お
か

げ
を
も
ち
ま
し
て
大

盛
況
の
う
ち
に
幕
を

閉
じ
ま
し
た
。

AILACHIC

VOG ガリットチュウ

新キャラクター
「たままるくん」
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PICK UP

注目の話題
　　平成 28 年2 月 〜 4 月 の

 玉城町内で今注目の話題を、
町民のみなさんに

お届けします。

AR



平成 28 年 2 月〜 4 月

村山家代表　村山恭平さん

3 広報 たまき 平成28年 5月号

　

勝
田
町
公
民
館
に
お
い
て
、朝
日
新
聞
社
の
創
始
者
で
、名
誉
町
民
で
も
あ
る

「
村
山
龍
平
翁
」の
生
誕
祭
を
厳
か
に
執
り
行
い
ま
し
た
。

　

式
典
に
は
村
山
家
を
は
じ
め
、朝
日
新
聞
・
町
関
係
者
ら
約
80
名
が
参
列
し
、

龍
平
翁
の
遺い

徳と
く

を
し
の
び
ま
し
た
。

　

続
い
て
、村
山
賞
の
表
彰
を
行
い
、こ
の
春
中
学
校
を
卒
業
し
た
生
徒
13
名
に

表
彰
状
な
ど
を
授
与
し
ま
し
た
。

■ 

小お

倉ぐ
ら 

一か
ず

祥よ
し　

　

 

美
ヶ
原
高
原
美
術
館
主
催
「
第
14
回
こ
ど
も
た
ち
の
彫
刻
コ
ン
ク
ー
ル
」

　

 

中
学
生
の
部　
金
賞
受
賞

■ 

山や
ま

口ぐ
ち 

竜り
ゅ
う

平へ
い

　

 

2
0
1
6
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
室
内
陸
上
競
技
大
阪
大
会 
棒
高
跳
び
出
場　
全
国
2
位

■ 

玉
城
中
学
校
野
球
部
3
年
生

　

 

大お
お
田た 

陸り
く
翔と

、
矢や

野の 

恵け
い
吾ご

、
牧ま

き
田た 

航こ
う
平へ

い
、
田た

所ど
こ
ろ 

真し
ん
、
北き

た
山や

ま 

夏な
つ
輝き

、
北き

た
岡お

か 

克か
つ
都と

、

　

 

山や
ま

添ぞ
え 

威た
け

斗と

、
藤ふ

じ

田た 

廉れ
ん

、
中な

か

野の 

大そ

空ら

、
中な

か

嶋じ
ま 

太た

一い
ち

、
辻つ

じ 

竜
り
ゅ
う

聖せ
い

　

 

全
国
中
学
総
合
体
育
大
会　
ベ
ス
ト
16

　

町
の
総
合
計
画
の
策
定
に
つ
い
て
、

加
藤
総
合
計
画
審
議
会
長
よ
り
、町
長

へ
第
５
次
玉
城
町
総
合
計
画
後
期
基

本
計
画
に
対
す
る
答
申
書
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。

　

町
長
は
、「『
誰
も
が
安
心
し
て
、元

気
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
ふ
る
さ
と
玉
城
』

を
目
指
し
、平
成
28
年
度
か
ら
５
年
間

総
合
計
画
を
基
に
着
実
に
ま
ち
づ
く

り
施
策
を
推
し
進
め
ま
す
」と
お
礼
を

述
べ
ま
し
た
。
な
お
、概
要
版
を
今
月
号
に
挟
込
み
し
て
い
ま
す
。

　

３
月
１
日
か
ら
7
日
ま
で
の
7
日
間
、春
の
全
国
火
災
予
防
運
動

に
合
わ
せ
、町
消
防
団
が
啓
発
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
は
、空
気
が
乾
燥
し
火
災
が
発
生
し
や
す
い
春
先
に
、火

災
の
発
生
防
止
や
家
庭
・
事
業
所
の
防
火
意
識
の
高
揚
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

　

３
月
５
日
に
は
、町
内
の
各
所
に
お
い
て
、火
災
予
防
の
チ
ラ
シ
や

啓
発
用
物
品
を
配
布
し
ま
し
た
。

　

町
で
は
、人
口
動
態
の
現
状
分
析
を
行
い
、人
口
の
現
状
と
課
題

を
整
理
し
た
う
え
で
、町
の
目
指
す
べ
き
方
向
性
や
人
口
の
将
来

展
望
を
提
示
し
た「
玉
城
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」を
策
定
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、併
せ
て
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
法
に
基
づ
き
、人
口

減
少
の
抑
制
に
向
け「
玉
城
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合

戦
略
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
本
戦
略
で
は
、私
た
ち
が
目
指
す
姿

を
『
家
族
で
ず
っ
と
暮
ら
し
た
く
な
る
ま
ち
　
玉
城
』
と
し
て
、

今
後
の
取
組
み
の
基
本
的
な
考
え
方
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
、住
民
の
み
な
さ
ん
と
こ
の
戦
略
を
共
有
し
て
い
く
と

と
も
に
、具
体
的
な
施
策
を
速
や
か
に
着
手
し
て
い
き
ま
す
。 

な
お
、概
要
版
を
今
月
号
に
挟
込
み
し
て
い
ま
す
。

３月16日

4 月 3 日3 月1日
〜7 日

町
総
合
計
画
審
議
会
よ
り
答
申
を

受
け
ま
し
た

村む
ら

山や
ま

龍り
ょ
う

平へ
い

翁
生
誕
祭
と
村
山
賞
授
賞
式

町
消
防
団
が
火
災
予
防
啓
発
活
動
を
実
施

玉
城
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
お
よ
び

玉
城
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合

戦
略
を
策
定

  

平
成
28
年
度
村
山
賞
受
賞
者

〈
敬
称
略
〉



平成 28 年 2 月〜 4 月

　

こ
の
春
玉
城
中
学
校
を
卒
業
し
た
山や

ま

口ぐ
ち

竜り
ゅ
う

平へ
い

さ
ん
が
、大
阪
城
ホ
ー
ル
で
開
催
さ

れ
た
「
2
0
1
6
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
室
内
陸

上
競
技 

大
阪
大
会
」
の
男
子
中
学
棒
高
跳

決
勝
に
出
場
。４
m 

30 cm
で
、全
国
２
位
の
成

績
を
収
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、後
日
、山
口
さ
ん
は
町
長
に
大
会

結
果
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

無
料
法
律
相
談
を
行
っ
て
い
る
町
内
の
司

法
書
士
、松ま

つ
ざ
わ澤

加か

重え

子こ

さ
ん
に
、感
謝
の
意
を

表
し
町
か
ら
記
念
品
を
お
贈
り
し
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
度
は
、33
件
の
相
談
が
あ
り
、相

続
関
係
を
は
じ
め
、不
動
産
や
債
権
な
ど
、多

岐
に
わ
た
り
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
度
の
相
談
日
は
、6
月
14
日
、8

月
9
日
、10
月
11
日
、12
月
13
日
、2
月
14
日

を
予
定
し
て
い
ま
す
。（
各
日
火
曜
日
）

　

相
談
に
は
、予
約
が
必
要
で
す
。
詳
し
く

は
、地
域
包
括
支
援
室
、☎（
5
8
）
7
3
7
3

へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　

玉
城
中
学
校
、軟
式
野
球
部
の
全
国
大

会
へ
の
出
場
を
記
念
し
、記
念
碑
を
中
学

校
の
正
門
付
近
に
設
置
し
ま
し
た
。
ま

た
、こ
の
日
は
玉
城
中
学
校
の
軟
式
野
球

部
の
み
な
さ
ん
も
参
加
し
、除
幕
式
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

役
場
庁
舎
に
太
陽
光
パ
ネ
ル
と
蓄
電
池
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

こ
の
設
備
の
設
置

費
用
は
、防
衛
省
の

「
防
衛
施
設
周
辺
対

策
事
業
補
助
金
」
と
、

県
の
「
三
重
県
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
等

導
入
推
進
基
金
事
業

費
補
助
金
」
が
活
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

4

３月12日 ３月 7 日

2 月 29 日

棒
高
跳
で
全
国
２
位

無
料
法
律
相
談
員
に
記
念
品
贈
呈

玉
城
中
学
校

軟
式
野
球
部

全
国
大
会
出
場
記
念
碑

を
設
置

停
電
時
の
行
政
機
能
維
持
の
た
め
の

太
陽
光
パ
ネ
ル
と
蓄
電
池
を
設
置

蓄電池

太陽光パネル



左から
教育委員会事務局　一般事務
大島　慶之
総合戦略課　一般事務
成川　勝也
生活福祉課　一般事務
辻井　三嗣
建設課　一般事務
中西　慶博
玉城病院　看護師
飯島　道子

左から
生活福祉課
西岡　　厚
門山　浩之
中西　康裕
松田　栄二
中山　光雄
樋口　博之
行村　秀彦

新規採用職員

昇
　
格

氏　名 旧所属・旧職名→新所属・新職名 (４月１日付）

松田　幸久
病院老健事務局
旧介護老人保健施設 看護主任→
新介護老人保健施設看護師長

福井希美枝 税務住民課　旧主幹兼係長→新課長補佐
中西扶美代 旧出納室 主幹兼係長→新生活福祉課 課長補佐
上村亜由子 生活福祉課　旧保育士→新総括主任 (保育士）
宮本　尚美 議会事務局　旧係長→新主幹兼係長
上村　和弘 総務課　旧係長→新主幹兼係長
中川　泰成 総合戦略課　旧係長→新主幹兼係長
山本　陽二 生活福祉課　旧係長→新主幹兼係長
竹郷　哲也 建設課　旧係長→新主幹兼係長

内山　治久 教育委員会事務局教育総務課
旧係長→主幹兼係長

梅前　宏文 教育委員会事務局生涯教育課
旧係長→新主幹兼係長

小林　加苗 生活福祉課　旧保健師→新係長（保健師）
内堀　拓明 建設課　旧主事→新主査
上村　幸弘 建設課　旧道路工手→新主任道路工手

異
　
動

氏　名 旧所属・旧職名→新所属・新職名 (４月１日付）

東　　博明 旧上下水道課 参事兼課長→
新建設課 参事兼課長

中西　　豊 旧建設課 課長→新上下水道課 課長

藤川　　健 旧教育委員会事務局生涯教育課 課長→
新病院老健事務局 介護老人保健施設 所長

山下　健一 旧病院老健事務局 事務局長補佐→
新税務住民課 課長補佐

中井　正広 旧建設課 課長補佐→新上下水道課 課長補佐
見並　智俊 旧税務住民課 課長補佐→新産業振興課 課長補佐
真砂　浩行 旧上下水道課 課長補佐→新建設課 課長補佐

平生　公一 旧建設課 課長補佐→
新教育委員会事務局生涯教育課 課長補佐

山口　明子 旧産業振興課 係長→新出納室 係長
木村　　豪 旧教育委員会事務局 主事→新産業振興課 主事

世古　元美 旧生活福祉課 介護支援専門員→
新病院老健事務局 介護老人保健施設介護支援専門員

池山　和枝 旧外城田保育所 調理員→新田丸保育所 調理員

新
規
採
用

氏　名 所属・職名 (４月１日付）

大島　慶之 教育委員会事務局
中西　慶博 建設課
成川　勝也 総合戦略課
辻井　三嗣 生活福祉課
飯島　道子 玉城病院　看護師

新
規
採
用

氏　名 所属・職名（菊狭間環境整備施設組合関係）(４月１日付）

西岡　　厚 生活福祉課
松田　栄二 生活福祉課（主任清掃員）
行村　秀彦 生活福祉課（清掃員）
中山　光雄 生活福祉課（清掃員）
門山　浩之 生活福祉課（清掃員）
樋口　博之 生活福祉課（清掃員）
中西　康裕 生活福祉課（清掃員）

再
任
用

氏　名 新　所　属 (４月１日付）

内田　恵子 病院老健事務局
犬丸　眞弓 生活福祉課

退
　
職

氏　名 所属・職名（３月３１日付）

松葉　茂樹 生活福祉課（生活福祉課生活環境推進室長）
内田　恵子 病院老健事務局介護老人保健施設（看護責任者）
堀　小百合 病院老健事務局介護老人保健施設（准看護師）
犬丸　眞弓 生活福祉課（係長（管理栄養士））

昇
　
格

氏　　名 旧所属・旧職名→新所属・新職名 (４月１日付）

川井　清美 旧生活福祉課 子育て総合支援室長→
新下外城田保育所 所長

山本　晃子 旧有田保育所 保育士→
新田丸保育所 保育主任

異
　
動

氏　　名 旧所属・旧職名→新所属・新職名 (４月１日付）

谷口　瑞穂 旧下外城田保育所 所長→新田丸保育所 所長
木村　多香 旧田丸保育所→新有田保育所（保育士）
杉本さやか 旧下外城田保育所→新田丸保育所（保育士）
茂谷　　恵 旧外城田保育所→新田丸保育所（保育士）
松原　　梓 旧田丸保育所→新有田保育所（保育士）

再
任
用

氏　　名 所属・職名 (４月１日付）

北岡　明子 田丸保育所（調理員）
東谷ますみ 田丸保育所（調理員）

退
　
職

氏　　名 所属・職名 (３月３１日付）

北岡　妙子 田丸保育所 （所長）
阪口　清子 田丸保育所 （主任）
北岡　明子 田丸保育所 （調理員）
東谷ますみ 有田保育所 （調理員）
高藪えり子 下外城田保育所 （調理員）

5 広報 たまき 平成28年 5月号

■保育所人事異動

WHAT'S NEW

人事異動
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町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
は
、2
月
21
日（
日
）に
開
催
さ
れ
た「
第

９
回
美
し
国
三
重
市
町
対
抗
駅
伝
」の
選
手
に
、今
年
も
沿
道
か
ら

熱
い
応
援
を
送
り
ま
し
た
。
10
月
に
チ
ー
ム
を
結
成
し
、そ
の
後

毎
週
土
曜
に
開
催
さ
れ
た
合
同
練
習
会
に
お
い
て
練
習
コ
ー
ス
の

安
全
確
保
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る
な
ど
、チ
ー
ム
を
影
で
支
え
て

き
ま
し
た
。

　
大
会
結
果
は
、２
時
間

31
分
50
秒
、町
の
部
６

位
入
賞
（
町
の
部
９
年
連

続
入
賞
）
と
い
う
素
晴
ら

し
い
結
果
と
な
り
ま
し

た
。
チ
ー
ム
を
率
い
た
泉

監
督
（
玉
城
中
陸
上
部
顧

問
）
か
ら
も
感
謝
の
言
葉

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

スポーツ
推進委員
だより

ス
ポ
ー
ツ
N
E
W
S

Vol.
54

教育委員会　☎（58）8212

「
第
９
回
美
し
国
三
重
市
町
対
抗
駅
伝
」

玉
城
町
チ
ー
ム
の
応
援
と

サ
ポ
ー
ト
を
し
ま
し
た
！！
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駅
伝
選
手
の
候
補
に
選
ば
れ
た
時
は
、少
し
戸
惑
い
ま
し
た
。
で

も
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
コ
ー
チ
か
ら「
選
ば
れ
る
事
は
、と
て
も
貴
重
な

体
験
や
よ
。」と
言
わ
れ
て
挑
戦
す
る
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

　
練
習
に
参
加
す
る
と
、い
ろ
ん
な
事
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
ス

ト
レ
ッ
チ
の
仕
方
、ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
の
仕
方
。
み
ん
な
優
し

く
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
練
習
は
と
て
も
楽
し
く
で
き
ま
し
た
。

　
で
も
、選
手
に
選
ば
れ
る
と
、玉
城
の
代
表
と
言
う
事
で
今
ま
で

感
じ
た
事
の
な
い
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
で
心
が
苦
し
く
な
っ
た
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。
学
校
の
先
生
、友
達
、地
域
の
人
た
ち
が
応
援
し
て
い

て
く
れ
て
い
る
の
が
わ
か
り
精
い
っ
ぱ
い
が
ん
ば
ろ
う
と
思
い
ま
し

た
。

　
沢
山
の
人
の
応
援
の
声
で
走
り
き
れ
て
、と
て
も
気
持
ち
が
い
い

達
成
感
を
あ
じ
わ
え
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、い
ろ
ん
な
事
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
た
い
で
す
。

　
こ
の
駅
伝
大
会
の
選
手
に
選
ば
れ
た

時
、「
ぼ
く
が
？
」
っ
て
思
っ
た
け
ど
、

す
ご
く
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
あ
ま
り

練
習
に
参
加
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
残

念
で
し
た
。

　
大
会
で
は
す
ご
く
き
ん
張
し
て
、寒

く
て
、な
か
な
か
思
う
よ
う
に
体
が
動

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
も
な
ん
と
か
走

れ
た
の
で
良
か
っ
た
で
す
。

　
こ
の
大
会
で
い
ろ
ん
な
人
に
応
援
し

て
も
ら
っ
て
、挑
戦
で
き
た
の
で
、こ
れ

か
ら
も
チ
ャ
ン
ス
が
あ
っ
た
ら
、何
で

も
挑
戦
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

外城田小学校６年
西
にし

村
むら

　美
み

早
さ

紀
き

　

第
９
回
美
し
国
三
重
市
町
対
抗
駅
伝
を
走
っ
て

有田小学校６年
山
やま

本
もと

　真
ま

渚
な

人
と

SPORTS INFORMATION

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
の

ご
案
内

　

ス
ポ
ー
ツ
活
動
、
文
化
活
動
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
、
地
域
・
指
導
活
動
な

ど
を
行
う
5
名
以
上
の
団
体
【
社
会
教

育
関
係
団
体
】
を
対
象
と
し
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
の
種
目
や
活
動
内
容
、
年

齢
な
ど
に
よ
り
掛
金
（
年
間
１
人

8
0
0
円
〜
1
1,
0
0
0
円
）
は
違

い
ま
す
が
、
傷
害
保
険
・
賠
償
責
任
保

険
・
突
然
死
葬
祭
費
用
保
険
が
セ
ッ
ト

に
な
っ
た
保
険
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
保
険
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

の
加
入
手
続
き
（
ス
ポ
安
ね
っ
と
）
が

で
き
る
な
ど
利
用
し
や
す
く
な
っ
て
い

ま
す
。

　
加
入
依
頼
書
で
の
申
込
み
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
村
山
龍
平
記
念
館
に
用
紙

が
備
付
け
て
あ
り
ま
す
の
で
ど
う
ぞ
お

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

お
申
込
み・お
問
合
せ 

村
山
龍
平
記
念
館
内

教
育
委
員
会
事
務
局

☎（
５
８
）８
２
１
２

ス
ポ
安
ね
っ
と

https://w
w

w
.spokyo.jp/

　

 spoannet.htm
l
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平成28年度玉城町スポーツ推進委員協議会事業予定

たまき文化スポーツクラブ　平成28年度会員募集中！

天候等の都合により、やむを得ず日時内容等を変更する場合があります。

※保険については、スポーツ安全保険に加入します。平成 27 年度より、継続者は 5％割引

※教室によっては、別途費用が必要なものもあります。

■クラブ会費

■入会の方法

■注意事項

■ 教室メニュー

事業名 日　程 場　所 内　容

ファイト！！
初心者水泳教室

７月 23 日（土）、
24日（日）、30日（土）

（雨天中止）
田丸小学校
プール

毎年恒例！夏休み期間中、児童たちが水をこわがらず、少しで
も水に慣れ親しみを持てるよう児童のレベルに合わせて、ス
タッフが指導する短期集中水泳教室です。

【対象：町内小学校１～３年】

かんたん体力測定と
ストレッチ教室 ７～８月頃 田丸小学校

体育館
健康づくりは、自分の体力を知ることから。
今年は、ストレッチ教室要素も取り入れ、姿勢の改善も試みます。

（郡体育協会、たまき文化スポーツクラブ共催事業）

第 61 回
町民体育祭

１０月８日（土）
【予備日】
９日（日）、10 日（祝）

お城広場
町民体育祭も今年で 61 回目。PTA 地区対抗、団体対抗、小
学生地区対抗と、各リレー競技も完全復活！恒例の町民体育
祭が、ますます盛り上がるようがんばります！

第 10 回美し国三重
市町対抗駅伝

平成 29 年
2 月 19 日（日）

津市～
伊勢市内の
沿道

今年も合同練習会からチームをサポート。
ゼッケン 59 番、美し国三重市町対抗駅伝「玉城町チーム」を
応援します。

会員の種類
クラブ会費（継続加入者は５％割引）

（内訳）
年会費 保険料

子ども（中学生以下） 2,000 円 1,200 円 800 円
一般 4,000 円 2,150 円 1,850 円
65 歳以上 3,000 円 2,000 円 1,000 円
賛助会員　 一口 5,000 円

中央公民館などに備付けの申込用紙（広報たまき４月号挟込み）に必要事項
を記入の上、クラブ会費を沿えて中央公民館内の「たまき文化スポーツクラ
ブ事務局」へお申込みください。どなたでも入会できます。ただし定員制の
ものについては、先着順で定員になり次第締切りますので、ご了承ください。
※日程、場所及び内容については、変更する場合がありますので、ご承知おきください。

１　�会費、保険の有効期限は、平成 29 年３月 31 日（金）となります。（途中入
会も同条件です。）

２　�会員登録された方は、会員証を発行します。各種教室やイベント等で提
示を求める場合がありますので、紛失しないように注意してください。

（再発行には、手数料がかかります。）
３　�一度お支払いいただいた会費、保険料等についてはお返しできませんの

でご了承ください。

たまき文化スポーツクラブ事務局
〒 519-0416　玉城町下田辺 800 番地（中央公民館内）　☎・  （58）6555　  tamaspo ＠ jade.plala.or.jp
開局時間 / 水曜、日曜以外の午前９時から正午まで

健
康
作
り

■ 体力 UP 姿勢改善教室
■ いきいき中国健康体操
■ 心も体もすっきりストレッチ
■ 楽らくエアロビクス
■ 癒しのヨガ
■ はじめての太極拳

ス
ポ
ー
ツ

■ グラウンドゴルフ
■ 初級バドミントン
■ 中級バドミントン
■ 上級バドミントン
■ トレセン健康づくり教室
■ ソフトバレーボール
■ スポーツ吹き矢
■ 卓球を楽しもう

子
ど
も

教
室

■ ジュニアバレーボール
■ 幼児・児童体操教室
■ 小池流水練

文
化

活
動

■ 囲碁教室
■ 初心者英会話教室 Let's Speak
■ 吹奏楽を楽しもう

お
楽
し
み

■ マジック教室
■ 玉丸城太鼓　体験教室
■ わくわく農業体験
　ジャガ芋掘り、さつま芋掘り
■ わくわく農業体験
　 花の寄せ植え作り
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議会ウオッチング
平成28年　第1回玉城町議会定例会

　平成 28 年第 1 回玉城町議会定例会は 3 月 9 日開会し、平成 27年度各会計補正予算や平成 28
年度各会計予算など、43議案を上程、原案どおり可決され、3 月17 日閉会しました。提出され
た議案等は次のとおりです。

●条例の制定・改正、平成 27 年度各会計補正予算、平成 28 年度各会計予算など43議案を原案可決

ひと

くらしまち

　
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
活
動
し
て
い
る
橘
尚
明
氏

の
任
期
が
、平
成
28
年
6
月
30
日
を
も
っ
て
満
了
と

な
り
、引
き
続
き
同
氏
を
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
法

務
大
臣
に
推
薦
す
る
た
め
、議
会
の
意
見
を
求
め
ま

し
た
。

　
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
任
期
が
平
成

28
年
3
月
11
日
を
も
っ
て
満
了
と
な
り
、引
き
続
き

玉
城
町
勝
田　
上
田
登
美
夫
氏
、同
岡
出　
松
尾
昭

彦
氏
を
、新
た
に
同
宮
古　
松
田
幸
一
氏
を
選
任
す

る
こ
と
に
つ
い
て
、議
会
の
同
意
を
得
ま
し
た
。

　
教
育
委
員
と
し
て
活
動
し
て
い
る
上
村
直
義
氏
の

任
期
が
、平
成
28
年
4
月
14
日
を
も
っ
て
満
了
と
な

り
、後
任
委
員
と
し
て
、玉
城
町
原 

水
谷
和
弘
氏
を
任

命
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、議
会
の
同
意
を
得
ま
し
た
。

　
地
方
公
務
員
法
の
改
正
及
び
地
方
公
共
団
体
の
一

般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用
に
関
す
る
法
律
の
規
定

に
基
づ
く
任
期
付
採
用
制
度
を
、平
成
28
年
4
月
1

日
か
ら
導
入
す
る
た
め
、条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

　
改
正
行
政
不
服
審
査
法
及
び
行
政
不
服
審
査
法
の

施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律

が
、平
成
28
年
4
月
1
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
こ
と
に

伴
い
、関
係
条
例
の
整
備
を
行
う
必
要
が
あ
る
た
め
、

条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

　
改
正
行
政
不
服
審
査
法
が
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
伴

い
、そ
の
権
限
に
属
さ
れ
た
事
項
を
処
理
す
る
町
長

の
附
属
機
関
と
し
て
行
政
不
服
審
査
会
を
設
置
す
る

た
め
、条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

　
改
正
行
政
不
服
審
査
法
が
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
伴

い
、審
査
請
求
人
が
審
理
員
に
対
し
提
出
さ
れ
た
書

類
の
写
し
の
交
付
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
、そ
の
手
数
料
を
定
め
る
必
要
が
あ
る
た
め
、条

例
を
制
定
し
ま
し
た
。

　
玉
城
町
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
に
基
づ

き
、就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教
育
・
保
育
や
地
域

に
お
け
る
子
育
て
支
援
を
総
合
的
に
提
供
す
る
機
能

を
備
え
た
認
定
こ
ど
も
園
を
設
置
す
る
た
め
、条
例

を
制
定
し
ま
し
た
。

▼�

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
き
意
見
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

▼�

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任

に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

▼�
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
き
同
意
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

▼�

玉
城
町
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用
に

関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

▼�

行
政
不
服
審
査
法
施
行
に
伴
う
関
係
条
例
の

整
備
等
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

▼�

玉
城
町
行
政
不
服
審
査
会
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

▼�

審
査
請
求
に
係
る
提
出
書
類
等
の
写
し
等

の
交
付
手
数
料
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

▼�

玉
城
町
認
定
こ
ど
も
園
設
置
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

　
菊
狭
間
環
境
整
備
施
設
組
合
の
解
散
に
よ
る
７
名

の
職
員
を
受
入
る
こ
と
に
伴
い
、定
数
を
改
め
る
必

要
が
あ
る
た
め
、所
要
の
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

▼�

玉
城
町
職
員
定
数
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
地
方
公
務
員
法
及
び
地
方
独
立
行
政
法
人
法
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
が
平
成
28
年
4
月
1
日
か
ら
施

行
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況

の
公
表
事
項
の
追
加
等
を
行
う
必
要
が
あ
る
た
め
、所

要
の
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

▼�
玉
城
町
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況
の
公

表
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
平
成
27
年
度
の
人
事
院
勧
告
及
び
地
方
公
務
員
法

及
び
地
方
独
立
行
政
法
人
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
が
平
成
28
年
4
月
1
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
こ
と
に

伴
い
、そ
の
条
文
を
す
べ
て
改
め
る
必
要
が
あ
る
た

め
、所
要
の
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

▼�

玉
城
町
職
員
の
勤
務
時
間
、休
暇
等
に
関

す
る
条
例
の
全
部
改
正
に
つ
い
て

　
地
方
公
務
員
災
害
補
償
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す

る
政
令
が
平
成
28
年
4
月
1
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
こ
と

に
伴
い
、傷
病
補
償
年
金
及
び
休
業
補
償
の
率
を
変
更
す

る
必
要
が
あ
る
た
め
、所
要
の
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

▼�

議
会
の
議
員
そ
の
他
の
非
常
勤
の
職
員
の

公
務
災
害
補
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

　
平
成
27
年
度
の
人
事
院
勧
告
に
伴
い
、特
別
職
の
職

員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

が
公
布
施
行
さ
れ
た
の
で
、町
長
、副
町
長
及
び
教
育

長
に
つ
い
て
も
同
様
の
措
置
を
講
じ
る
た
め
、所
要
の

改
正
を
行
い
ま
し
た
。

▼�

町
長
、副
町
長
及
び
教
育
長
の
給
料
並
び

に
旅
費
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

　
平
成
27
年
度
の
人
事
院
勧
告
に
伴
い
、国
家
公
務

員
の
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
等
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
が
公
布
施
行
さ
れ
た
の
で
、本

町
に
お
い
て
も
職
員
の
給
与
等
に
つ
い
て
、国
家
公

務
員
に
準
ず
る
措
置
を
行
う
た
め
、ま
た
地
方
公
務

員
法
及
び
地
方
独
立
行
政
法
人
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
が
平
成
28
年
4
月
1
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
こ

と
に
伴
い
、所
要
の
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

▼�

玉
城
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

WHAT'S NEW
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地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、地
方
税
の
猶
予
制

度
に
つ
い
て
、納
税
者
の
負
担
の
軽
減
を
図
る
と
と
も

に
、納
税
者
の
申
請
に
基
づ
く
換
価
の
猶
予
制
度
を
創

設
す
る
な
ど
の
見
直
し
が
な
さ
れ
た
た
め
、所
要
の
改

正
を
行
い
ま
し
た
。

　
菊
狭
間
環
境
整
備
施
設
組
合
が
平
成
28
年
3
月
31

日
で
解
散
す
る
こ
と
に
伴
い
、ゴ
ミ
の
収
集
運
搬
が

平
成
28
年
4
月
1
日
か
ら
直
営
で
行
う
こ
と
と
な

り
、粗
大
ご
み
戸
別
収
集
運
搬
手
数
料
を
町
で
定
め

る
必
要
が
あ
る
た
め
、所
要
の
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

　
玉
城
町
を
応
援
し
よ
う
と
す
る
方
か
ら
の
寄
付
金

を
財
源
と
す
る
ふ
る
さ
と
応
援
基
金
を
、更
な
る
地
域

振
興
事
業
の
展
開
な
ど
寄
付
金
の
運
用
を
財
政
上
考

慮
し
改
め
る
た
め
、所
要
の
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

　
国
民
健
康
保
険
の
財
政
の
健
全
化
を
図
る
た
め
、保

険
料
の
賦
課
限
度
額
を
引
き
上
げ
る
と
と
も
に
、低
所

得
者
の
軽
減
範
囲
の
拡
大
を
図
る
た
め
、所
要
の
改
正

を
行
い
ま
し
た
。

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
7
千
9
百
78
万
7
千
円
を

減
額
し
、歳
入
歳
出
予
算
総
額
を
58
億
2
千
8
百
91

万
3
千
円
と
し
ま
し
た
。

　
こ
の
他
、決
算
見
込
み
か
ら
精
査
等
を
行
っ
た

こ
と
に
よ
る
補
正
や
、国
の
補
正
予
算
に
対
応
す

る
た
め
、総
務
費
で
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
強
化
対

策
事
業
な
ど
4
事
業
の
繰
越
明
許
を
補
正
。

総
務
費
……
…�

活
性
化
対
策
事
業
基
金
・
ふ
る
さ
と
応

援
基
金
へ
の
積
立
金
を
増
額
、情
報
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
強
化
対
策
事
業
費
を
新
規

に
計
上
。

商
工
費
……
…�

ふ
る
さ
と
寄
付
金
報
償
費
を
増
額
。

諸
支
出
金
……�

介
護
老
人
保
健
施
設
事
業
会
計
、収

益
的
収
支
へ
の
繰
出
金
を
増
額
。

▼�

町
税
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

▼�

玉
城
町
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

▼�

玉
城
町
ふ
る
さ
と
応
援
基
金
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

▼�

玉
城
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

　
少
子
化
の
要
因
の
一
つ
に
晩
婚
化
・
非
婚
化
が
挙
げ

ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
結
び
つ
き
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
強
化
」の
分
野
に「
出
会
い・結
婚
へ
の
支
援
」の
取

組
を
追
加
す
る
た
め
、伊
勢
市
と
の
間
に
お
い
て
締
結

し
た
定
住
自
立
圏
の
形
成
に
関
す
る
協
定
の
一
部
を
変

更
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、議
会
の
議
決
を
求
め
た
。

▼�

定
住
自
立
圏
形
成
協
定
の
変
更
に
つ
い
て

▼�

平
成
27
年
度
玉
城
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
6
号
）に
つ
い
て

　
地
方
公
務
員
法
及
び
地
方
独
立
行
政
法
人
法
の

改
正（
平
成
28
年
4
月
1
日
施
行
）に
よ
り
、項
ず
れ

が
生
じ
る
た
め
、玉
城
町
職
員
の
旅
費
に
関
す
る
条

例
、玉
城
町
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例

に
つ
い
て
、所
要
の
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

▼�
玉
城
町
職
員
の
旅
費
に
関
す
る
条
例
等
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

　
歳
入
で
は
一
般
会
計
繰
入
金
の
減
額
、県
補
助
金
を

新
規
に
計
上
、歳
出
で
は
職
員
の
時
間
外
勤
務
手
当
を

減
額
し
、歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
5
万
5
千
円
を
減
額
し

て
、予
算
総
額
を
3
千
4
万
１
千
円
と
し
ま
し
た
。

　

年
度
末
を
控
え
決
算
見
込
み
に
よ
り
、各
科
目

に
お
い
て
過
不
足
を
調
整
し
、歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
3
1
6
万
2
千
円
を
減
額
し
て
、予
算
総
額
を

6
千
1
1
9
万
7
千
円
と
し
ま
し
た
。

　
年
度
末
を
控
え
決
算
見
込
み
に
よ
り
、歳
入
で
分

担
金
の
減
額
、繰
入
金
の
減
額
、繰
越
金
の
増
額
で

差
引
き
1
8
0
万
7
千
円
を
減
額
、歳
出
で
は
農

業
集
落
排
水
事
業
費
等
各
科
目
を
精
査
し
、同
額

の
1
8
0
万
7
千
円
を
減
額
し
て
、予
算
総
額
を

6
千
8
4
8
万
1
千
円
と
し
ま
し
た
。

　
年
度
末
を
控
え
決
算
見
込
み
に
よ
り
、各
科
目

に
お
い
て
過
不
足
を
調
整
し
、歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
1
千
23
万
5
千
円
を
減
額
し
て
、予
算
総
額
を

13
億
2
千
9
9
5
万
円
と
し
ま
し
た
。

　
年
度
末
を
控
え
決
算
見
込
み
に
よ
り
、各
科
目

に
お
い
て
過
不
足
を
調
整
し
、歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

1
千
2
2
0
万
5
千
円
を
減
額
し
て
、予
算
総
額

を
18
億
8
千
4
6
5
万
7
千
円
と
し
ま
し
た
。

▼�

平
成
27
年
度
玉
城
町
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
2
号
）に
つ
い
て

▼�

平
成
27
年
度
玉
城
町
山
村
振
興
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算（
第
3
号
）に
つ
い
て

▼�

平
成
27
年
度
玉
城
町
農
業
集
落
排
水
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
1
号
）に
つ
い
て

▼�

平
成
27
年
度
玉
城
町
介
護
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
3
号
）に
つ
い
て

▼�

平
成
27
年
度
玉
城
町
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算（
第
4
号
）に
つ
い
て

　
三
重
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
へ
の
納
付

金
の
精
算
に
よ
る
増
額
が
主
な
も
の
で
、歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
2
7
5
万
円
を
増
額
し
、予
算
総
額
を

2
億
5
千
7
9
4
万
9
千
円
と
し
ま
し
た
。

　
年
度
末
を
控
え
事
業
実
績
を
も
と
に
精
査
を
し
、

収
益
的
収
支
に
お
い
て
、収
入
で
1
千
7
7
4
万

7
千
円
を
増
額
し
て
、6
億
4
千
7
6
2
万
4
千

円
と
し
、支
出
で
5
千
25
万
7
千
円
を
減
額
し
て
、

6
億
6
千
6
8
2
万
円
と
し
ま
し
た
。

　
給
水
量
の
増
加
に
よ
る
業
務
の
予
定
量
の
補
正
と

年
度
末
を
控
え
事
業
実
績
を
も
と
に
精
査
を
し
、収

益
的
収
支
に
お
い
て
、収
入
で
5
6
8
万
5
千
円
を

増
額
し
て
、3
億
1
千
8
7
0
万
1
千
円
と
し
、支
出

で
3
1
9
万
5
千
円
を
減
額
し
て
、2
億
8
千
60
万

8
千
円
と
し
ま
し
た
。ま
た
、資
本
的
収
支
に
お

い
て
、収
入
で
2
0
9
万
4
千
円
を
減
額
し
て
、

4
千
5
7
3
万
円
と
し
、支
出
で
6
0
7
万
2
千

円
を
減
額
し
て
、2
億
4
千
3
6
7
万
3
千
円
と

し
ま
し
た
。

▼�

平
成
27
年
度
玉
城
町
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
補
正
予
算（
第
2
号
）に
つ
い
て

▼�
平
成
27
年
度
玉
城
町
病
院
事
業
会
計
補
正

予
算（
第
2
号
）に
つ
い
て

▼�

平
成
27
年
度
玉
城
町
水
道
事
業
会
計
補
正

予
算（
第
2
号
）に
つ
い
て

　
年
度
末
を
控
え
事
業
実
績
を
も
と
に
精
査
を
し
、

収
益
的
収
支
に
お
い
て
、収
入
で
2
千
59
万
2
千
円

を
増
額
し
、支
出
で
は
2
2
7
万
2
千
円
を
減
額

し
て
、収
入
支
出
と
も
3
億
8
千
4
6
2
万
5
千

円
と
し
ま
し
た
。

　
排
水
量
の
増
加
に
伴
う
業
務
予
定
量
の
補
正
と
年

度
末
を
控
え
事
業
実
績
を
も
と
に
精
査
を
し
、収
益

的
収
支
に
お
い
て
、収
入
で
1
千
6
8
5
万
7
千
円

を
増
額
し
て
、4
億
9
2
7
万
9
千
円
と
し
、支
出

で
8
1
0
万
7
千
円
を
減
額
し
て
、5
億
2
千
37

万
1
千
円
と
し
ま
し
た
。ま
た
、資
本
的
収
支
に
お

い
て
、収
入
支
出
と
も
3
千
5
1
7
万
2
千
円
を

減
額
し
て
、そ
れ
ぞ
れ
７
億
４
千
６
８
６
万
２
千
円

と
し
ま
し
た
。

▼�

平
成
27
年
度
玉
城
町
介
護
老
人
保
健
施
設

事
業
会
計
補
正
予
算（
第
1
号
）に
つ
い
て

▼�

平
成
27
年
度
玉
城
町
下
水
道
事
業
会
計
補

正
予
算（
第
3
号
）に
つ
い
て
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審議結果
可　決 可　決 可　決 可　決 可　決

玉城町認定こども園
設置条例の制定に

ついて

町長、副町長及び
教育長の給料並びに

旅費等に関する条例の
一部改正について

玉城町国民健康保険
条例の一部改正に

ついて

平成 27 年度
玉城町一般会計

補正予算（第 6 号）
平成 28 年度

玉城町一般会計予算

中村長男 ○ ○ ○ ○ ○
山口和宏 ○ ○ ○ ○ ○
竹内正毅 ○ ○ ○ ○ ○
中西友子 × × × × ×

前川さおり ○ ○ ○ ○ ○
小林　豊 ○ ○ ○ ○ ○
井上容子 ○ ○ ○ ○ ○
北川雅紀 ○ ○ ○ ○ ○
北　　守 ○ ○ ○ ○ ○
坪井信義 ○ × ○ ○ ○
風口　尚 ○ ○ ○ ○ ○
奥川直人 ○ ○ ○ ○ ○
中瀬信之 議長

議案名

議員名

賛否の分かれた議案のみの表示です。他の議案は全会一致で賛成されました。
各議員の賛否

○は賛成、×は反対

会計別 平成 28 年度　予算額 (A) 平成 27 年度　予算額 (B) 比較 C　（Ａ－Ｂ）
一般会計 ( ア ) 5,689,000 5,430,000 259,000

特別会計
（イ )

国民健康保険事業 1,872,845 1,829,169 43,676
住宅新築資金等貸付事業 798 1,290 △ 492
山村振興事業 102,425 54,152 48,273
農業集落排水事業 72,457 70,288 2,169
介護保険事業 1,395,099 1,315,865 79,234
後期高齢者医療事業 265,498 246,116 19,382

小計 3,709,122 3,516,880 192,242

企業会計
（ウ )

病院事業 764,257 754,500 9,757
水道事業 440,794 579,634 △ 138,840
介護老人保健施設事業 444,742 409,028 35,714
公共下水道事業 989,493 1,515,602 △ 526,109

小計 2,639,286 3,258,764 △ 619,478
　　　　　重複額 ( エ ) 1,191,053 1,012,936 178,117
合計（ア＋イ + ウ－エ） 10,846,355 11,192,708 △ 346,353

会計別平成 28 年度予算および前年度比較表　　       　　　　　　　　　　　　　　　　　　　( 単位：千円 )

　
非
常
勤
消
防
団
員
等
に
係
る
損
害
補
償

の
基
準
を
定
め
る
政
令
の
一
部
を
改
正
す

る
政
令
が
平
成
28
年
4
月
1
日
か
ら
施
行

さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、傷
病
補
償
年
金
及
び

休
業
補
償
の
率
を
変
更
す
る
必
要
が
あ
る

た
め
、所
要
の
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

�http://w
w

w
.tow

n.tam
aki.

　

 m
ie.jp/gikai/

・玉
城
町
一
般
会
計
予
算

・玉
城
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

・�玉
城
町
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事
業
特
別

会
計
予
算

・玉
城
町
山
村
振
興
事
業
特
別
会
計
予
算

・玉
城
町
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
予
算

・玉
城
町
介
護
保
険
特
別
会
計
予
算

・玉
城
町
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算

・玉
城
町
病
院
事
業
会
計
予
算

・玉
城
町
水
道
事
業
会
計
予
算

・玉
城
町
介
護
老
人
保
健
施
設
事
業
会
計
予
算

・玉
城
町
下
水
道
事
業
会
計
予
算

　
各
会
計
の
予
算
額
に
つ
い
て
は「
会
計
別

平
成
28
年
度
予
算
お
よ
び
前
年
度
比
較
表
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
追
加
議
案
】

▼�

玉
城
町
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

玉
城
町
議
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

▼
平
成
28
年
度

※議長は採決に加わらない。

WHAT'S NEW
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担当課 事業名 事業の説明 予算額
ふるさとに誇りを持ち、住み続けられるまち

生活福祉課

児童手当経費 児童手当認定及び支給事務に関する経費 294,695

障害者自立支援給付費 自立した生活を支援するための障害福祉サービス提供経費、自立支援医療費給付経費 262,584

福祉医療経費 障がい者、一人親家庭等の母又は父及び子ども、中学校３年生（年度末）までの子ども
の医療費助成経費 120,746

児童福祉総務経費 子育て支援、保育所運営に関する経費 16,112

児童福祉施設経費 保育所事業の給食材料費、施設備品購入、臨時保育士・パート保育士・代行給食調理
員賃金等に関する経費 1,758 

児童福祉施設建設事業 つつじが丘児童クラブ建設経費、保育所維持補修経費等 24,624

地域子育て支援センター事業 育児総合アドバイザー・NP など、子育て支援センターの運営に関する経費 7,579

保育所施設経費 保育事業に必要な消耗品費・尿検査等の委託料・電気保守業務等の委託料等 30,076 

児童館・放課後児童クラブ
室施設経費 児童館、児童クラブ運営に必要な賃金・消耗品費や警備保障委託料・各種使用料等 32,887 

合　計 791,061 

平成 28 年度　一般会計主な事業一覧

担当課 事業名 事業の説明 予算額
みんなが健康で、ともに支え合う安全・安心なまち

総務課
常備消防経費 広域消防委託料 234,066 
非常備消防経費 町消防団報酬、費用弁償、消防団備品、消耗品等 12,416 
防災行政無線整備経費 町内に配備してある防災行政無線設備の整備・更新 4,561 

生活福祉課

交通安全対策経費 交通安全各種団体等への補助金及び負担金経費、啓発物品購入経費、防犯灯電気代経費 3,909 
生活福祉課諸費経費 生活安全推進協議会経費、防犯灯設置及び自治区設置事業費補助等、生活安全協会分担金経費 5,384 

福祉・保健施設経費 保健福祉会館管理運営にかかる経費、再生可能エネルギー等導入事業による太陽光発
電設備等の設置、ふれあいホール吊り天井脱落対策工事経費 112,409 

健康づくり事業 健康増進（健康教育・健康相談・訪問）事業、健康診査、各種がん検診（胃・肺・乳・
子宮・大腸）等にかかる経費、健康しあわせ委員事業 25,983 

母子保健事業 母子保健事業、妊婦・乳児一般健康診査、１歳６ヵ月、３歳児健康診査等 19,257 

予防接種事業

【予防接種事業】
　�BCG、不活化ポリオ、三種混合、四種混合、二種混合、Hib ワクチン、小児肺炎球

菌ワクチン、MR（麻しん・風しん）、水痘ワクチン、日本脳炎、高齢者インフルエンザ、
高齢者肺炎球菌ワクチン

【予防接種費助成事業】
　小児インフルエンザ、おたふくかぜ、ロタウイルスワクチン、風しん予防接種

43,846 

建設課

交通安全交付金事業
交通事故の防止を図るため、交付金を活用して交通安全施設の新設・修繕等を行う
◦区画線等工事費（新設、復旧）
◦カーブミラー、ガードレールに関する原材料

2,150 

基盤整備促進事業
住民の安全安心に寄与するため、地域で管理しているため池のハザードマップ作成及
び耐震診断を実施
◦ハザードマップ作成 ７ヵ所
◦耐震診断および計画作成９ヵ所

48,500 

産業振興課 消費者保護経費 消費者行政活性化基金事業　活用期間７年間、消費生活専門相談員による相談窓口の
設置、未然防止のための啓発冊子等の作成・配布 1,774 

教育委員会
保健体育事業

各種体育事業に関する事業
◦�生涯スポーツ教室等の開催を通じたスポーツの普及及び町体育協会、スポーツ少年

団、軽スポーツ団体などのスポーツ団体の育成と補助（スポーツ環境の充実）
2,745 

総合型地域スポーツクラブ
育成事業 総合型地域スポーツクラブに関する事業 2,544 

合　計 519,544

担当課 事業名 事業の説明 予算額
産業のバランスを保ち、地域経済と雇用が安定したまち

産業振興課

農業総務経費 伊勢地域農業共済事務組合負担金経費等  24,085 

農業振興経費

◦営農振興事業（JA）
◦担い手支援（法人化支援）
◦食料自給力向上対策助成事業交付金事業（麦・大豆の本作化）
◦農業集落活性化対策事業
◦集落営農支援交付金事業
◦農地中間管理機構集積協力金事業
◦青年就農給付金事業
◦６次化産業支援事業
◦特定戦略作物実証委託事業

 33,378 

( 単位：千円 )
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担当課 事業名 事業の説明 予算額
恊働のもとで進める効率的なまちづくり

総合戦略課
広報広聴経費

CATV 放送、ホームページ管理に関する経費、テレビ・エフエム放送経費、広報誌に
関する事業
◦｢広報たまき｣ の毎月発行 ( 約 4,700 部 )
◦�地域担当制の導入により、職員が区長宅へ広報を配送し、自治区の協力のもと全戸

に配布
◦区に属さない世帯も希望者へ郵送

21,245 

企画経費
宮川流域ルネッサンス協議会負担金 300 
企画一般、まちづくり事業経費
伊勢鉄道㈱及び三重交通バス路線維持にかかる委託料など 17,357 

税務住民課 企画経費 社会保障・税番号制度システム改修等 5,831 

生活福祉課 社会福祉協議会経費 元気バス・福祉バス・研修バスの運行事業委託金等の経費
町社会福祉協議会運営補助金等の経費 46,137 

合　計 　 90,870 

産業振興課

畜産振興対策事業
◦松阪肉牛共進会に出品する生産者へ支援を行い、松阪牛の生育を図る　　
◦玉城豚のブランド化を図る
◦�兵庫県産素牛の導入補助をすることにより、松阪牛の安定的な肥育環境を整備しふるさと

産品の出荷数の充実を図る
 2,780 

多面的機能支払交付金事業

�農地及び農業用施設の維持管理並び地域コミュニティーの形成を集落が自主的に創造す
る活動に対し、農用地面積に応じ国・県・町が組織に交付する
�平成 24 年度より二期事業として新たに取り組む組織を含め、きめ細やかな維持管理、
農村資源の発掘を見出す
　21 組織（33 集落）　協定面積 1,354ha
　負担割合　国１/ ２　県１/ ４　町１/ ４

 56,371 

商工振興経費

◦桜まつり経費　
◦計量協会活動経費
◦ふるさと応援寄附金特産品関係経費
◦県南部地域活性化基金事業関連経費
◦町商工会活動補助経費
◦町観光まちづくり協会経費
◦新産業創出に係る補助経費
◦伊勢志摩観光コンベンション等広域連携事業等負担金
◦サニーロード誘客促進経費（H28 より単独連携）
◦山村振興特別会計への繰出金（入湯税分、運営助成）

 129,411 

合　計 246,025 

担当課 事業名 事業の説明 予算額
環境と共生し、持続的に発展できるまち

生活福祉課

保健衛生生活福祉課経費 ごみの処理にかかる一部事務組合負担金等経費 117,461 

ごみ減量化促進対策
事業経費

ごみ分別収集啓発事業、再資源集団回収、生ゴミ処理機等購入費の補助、資源ごみ収集
業務委託経費、町指定ごみ袋購入・販売とりまとめ経費、資源ごみリサイクル物置購
入経費

51,528 

建設課

道路維持修繕事業

道路修繕（側溝整備・オーバレイ等）にかかる経費
◦少額で緊急性の高い工事の修繕料
◦直営補助業務委託料（シルバー人材センター）
◦維持補修工事費
　①地元要望等補修工事　②下水道工事に伴う補修工事
◦維持補修にかかる原材料費

 50,647 

道路新設改良町単事業

道路新設改良工事にかかる経費
◦用地買収等にかかる登記委託料
◦改良工事測量設計委託料
◦三重県共同積算システムにかかる使用料
◦道路新設改良工事費
◦新設改良にかかる公有財産購入費、補償費
◦度会土地開発公社償還金（元金、利子）

 15,474 

防災安全交付金事業
防災安全交付金を活用して交通安全、施設修繕事業を実施
◦交通安全　蚊野積良線ほか路肩拡幅（歩行区間整備）
◦舗装修繕　勝田町土羽線ほか舗装修繕（測試・修繕）
◦計画調査　橋梁長寿命化修繕計画策定

190,000 

河川総務経費

河川を適切に維持管理することにより、環境を保全する
◦準用河川等修繕料、管理委託料
◦外城田川ほか除草委託費
◦応急用資材等原材料費
地域の下排水整備を補助することにより、環境を保全する
◦自治区下排水路整備補助金

9,783 

合　計  434,893 

WHAT'S NEW



14

　

次
の
と
お
り
女
性
消
防
団
員
を
募
集

し
ま
す
。

募
集
人
員

１
名

応
募
資
格

�
満
18
歳
以
上
55
歳
未
満
の
女

性
で
、町
内
に
居
住
し
消
防

防
災
活
動
に
関
心
の
あ
る
方

職　

務

◇�

施
設
・
一
般
家
庭
の
火
災

予
防
の
啓
発

　
　
　
　

◇�

救
急
救
命
法
（
心
肺
蘇
生

法
）の
指
導
・
普
及
活
動

　
　
　
　

◇
町
消
防
行
事
の
支
援
活
動

待　

遇

�

消
防
団
員
は
、法
に
基
づ
き

非
常
勤
の
特
別
公
務
員
に
な

り
ま
す
。
報
酬
等
に
つ
い
て

は
、玉
城
町
消
防
団
条
例
に

基
づ
い
て
支
給
し
ま
す
。

受
付
期
間

5
月
31
日（
火
）ま
で

　
　
　
　

午
前
8
時
30
分
～
午
後
7
時

　
　
　
　

※
土
・
日
、祝
日
は
除
き
ま
す
。

※�

応
募
手
続
き
な
ど
詳
し
く
は
、総
務
課

へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

町
消
防
団
女
性
団
員
募
集

　
総
務
た
よ
り

総
務
課
☎（
５
８
）８
２
０
０

　

次
の
と
お
り
各
種
補
助
金
を
交
付
し

ま
す
。
詳
し
く
は
、総
合
戦
略
課
ま
で
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

各
種
補
助
金
の
交
付
に
つ
い
て

補助金名 助成対象者 助成金額

玉城町景観まちづ
くり活動助成金

景観まちづくりを行おうと
する自治区および団体
（例：団体で花壇を作成など）

上限５万円

玉城町地域創生・
協働まちづくり
事業補助金

地域コミュニティの活性化
および特色あるまちづくり
をしようとする団体

補助対象経費から
事業で得た収入を
控除した金額の
10分の９以内
（上限 20万円）

　
「
１
億
総
活
躍
社
会
」
の
実
現
に
向
け

て
、賃
金
引
上
げ
の
恩
恵
が
お
よ
び
に
く

い
所
得
の
少
な
い
高
齢
者
の
方
を
支
援
す

る
た
め
、年
金
も
含
め
た
所
得
全
体
の
底

上
げ
や
個
人
消
費
の
下
支
え
と
な
る
給
付

金
の
支
給
が
、臨
時
的
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

対
象
者

�

平
成
27
年
度
の
「
臨
時
福
祉

給
付
金
」
の
対
象
者
の
う
ち
、

平
成
28
年
度
中
に
65
歳
以
上

に
な
る
方
（
昭
和
27
年
４
月

１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
）

　
　
　
　

※
別
途
、支
給
要
件
有

支
給
額

�

１
人
に
つ
き

　
　
　
　

３
０
，０
０
０
円

申
請
期
間

５
月
９
日（
月
）～
8
月
10
日（
水
）

※�

給
付
金
の
支
給
対
象
と
な
る
可
能
性

が
あ
る
方
に
は
通
知
し
ま
す
。

お
知
ら
せ
し
ま
す
!!

年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉

給
付
金
を
支
給（
高
齢
者
向
け
）

　

町
で
は
地
球
温
暖
化
防
止
の
取
組
み

の
一
環
で
、「
緑
の
カ
ー
テ
ン
事
業
」
を

緑
の
カ
ー
テ
ン
用
苗
を

無
料
配
布

配
布
日 
５
月
25
日（
水
）・26
日（
木
）

推
進
し
て
い
ま
す
。

　

普
及
啓
発
活
動
と
し
て
ゴ
ー
ヤ
、朝
顔

合
わ
せ
て
約
４
８
０
株
の
苗
を
町
民
の

み
な
さ
ん
に
無
料
配
布
し
ま
す
。

　

な
お
、緑
の
カ
ー
テ
ン
事
業
は
「
も
っ

て
こ
に
！
マ
イ
バ
ッ
ク
（
レ
ジ
袋
有
料

化
）
検
討
会
」
の
収
益
金
を
活
用
し
て

い
ま
す
。
平
成
26
年
度
の
収
益
金
は
、

８
３
１
千
円（
町
お
よ
び
松
阪
市
・
多
気

町
・
明
和
町
・
大
台
町
・
大
紀
町
に
お
け
る

収
益
金
）。
マ
イ
バ
ッ
ク
の
持
参
率
（
レ

ジ
袋
辞
退
率
）は
、約
91
％
で
し
た
。

　

ま
た
、昨
年
に
引
続
き
各
保
育
所
・
小

学
校
・
児
童
ク
ラ
ブ
等
の
施
設
で「
緑
の

カ
ー
テ
ン
事
業
」に
取
組
み
ま
す
。

時　

間

午
前
10
時
～

　
　
　
　

※
先
着
順
で
無
く
な
り
次
第
終
了

配
布
場
所

役
場
前
駐
車
場

※�

ゴ
ー
ヤ
・
朝
顔
合
わ
せ
て
、一
人
３
株

ま
で
。

※�

持
ち
帰
り
用
の
袋
等
は
、各
自
で
ご
用

意
く
だ
さ
い
。

※�

苗
の
育
成
状
況
で
、配
布
日
等
を
変
更

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
生
活
福
祉
た
よ
り 

❶

生
活
福
祉
課
☎（
５
８
）８
２
０
３

　
総
合
戦
略
た
よ
り

総
合
戦
略
課
☎（
５
８
）８
２
０
8

市
外
局
番 

０
５
９
６

Informa
tion

Informa
tion

町
の
事
業
や
催
し
、
募
集
情
報
な
ど
を
お
届
け
！
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国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
は
、病
気
や

ケ
ガ
に
備
え
て
お
金
（
保
険
料
）
を
出

し
合
い
、安
心
し
て
治
療
が
受
け
ら
れ

る
制
度
で
す
。
75
歳
未
満
で
職
場
の
健

康
保
険
な
ど
に
加
入
し
て
い
る
方
、生

活
保
護
を
受
け
て
い
る
方
以
外
は
、す

べ
て
の
方
が
国
保
に
加
入
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

退
職
し
て
職
場
の
健
康
保
険
な
ど
を

や
め
た
方
と
そ
の
家
族
（
被
扶
養
者
で

あ
っ
た
方
）
は
、国
保
の
加
入
者
と
な
る

た
め
、届
け
出
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、国
保
に
加
入
し
て
い
る
方
が

就
職
し
て
職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し

た
と
き
は
、国
保
の
資
格
を
喪
失
す
る
た

め
、同
様
に
届
け
出
が
必
要
で
す
。

●
国
民
健
康
保
険
料

　

国
民
健
康
保
険
料
は
、そ
の
年
の
医

療
費
な
ど
を
予
測
し
算
定
さ
れ
、本
人

が
国
保
加
入
者
で
あ
る
な
し
に
か
か
わ

ら
ず
、納
付
の
義
務
者
は
世
帯
主
と
な

り
ま
す
。

　

保
険
料
は
、資
格
が
生
じ
た
月
か
ら

か
か
り
、年
度
の
途
中
で
加
入
・
脱
退
し

た
場
合
、保
険
料
は
月
割
り
で
計
算
し

ま
す
。

　

転
入
や
他
の
健
康
保
険
を
や
め
た
と

国
民
健
康
保
険
の

お
届
け
は
お
済
み
で
す
か
？

き
な
ど
、届
け
出
が
遅
れ
た
場
合
は
、資

格
の
生
じ
た
月
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
保
険

料
が
算
定
さ
れ
ま
す
。

●
保
険
料
を
滞
納
す
る
と
…

　

災
害
な
ど
の
特
別
な
事
情
が
な
い
の

に
保
険
料
を
納
め
ず
に
い
る
と
、督
促
が

行
わ
れ
延
滞
金
が
加
算
さ
れ
ま
す
。
保

険
料
の
滞
納
が
続
く
と
、「
短
期
被
保
険

者
証
」や「
資
格
証
明
書
」が
交
付
さ
れ
た

り
、保
険
給
付
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
差

し
止
め
ら
れ
た
り
、や
む
な
く
滞
納
処
分

を
行
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

失
業
、災
害
、病
気
な
ど
の
や
む
を
得

な
い
事
情
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が
難

し
い
場
合
は
、申
請
に
よ
り
減
免
や
分
割

納
付
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
、滞
納
の
ま
ま
に
せ
ず
、お
早
め
に

生
活
福
祉
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
失
業
者
軽
減
制
度

　

倒
産
・
解
雇
な
ど
に
よ
る
離
職
や
、雇

い
止
め
な
ど
に
よ
る
離
職
を
さ
れ
て
国

保
へ
加
入
さ
れ
た
方
は
、申
請
に
よ
り
保

険
料
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

離
職
日
の
翌
日
の
属
す
る
月
か
ら
、そ

の
月
の
属
す
る
年
度
の
翌
年
度
末
ま
で
、

失
業
者
の
前
年
所
得
の
う
ち
給
与
所
得

を
30
／
１
０
０
と
し
て
算
定
し
ま
す
。

　

対
象
に
な
る
方
は
、雇
用
保
険
の
「
特

定
受
給
資
格
者
」
ま
た
は
「
特
定
理
由
離

職
者
」と
し
て
失
業
給
付
を
受
け
る
方
で

す
。
自
分
が
対
象
に
な
る
か
ど
う
か
は
、

雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
に
記
載
さ
れ

て
い
る
離
職
理
由
コ
ー
ド
で
確
認
で
き

ま
す
。

◦
「
特
定
受
給
資
格
者
」
に
該
当
す
る
離

　

職
理
由
コ
ー
ド
…
11
、12
、21
、22
、31
、32

こんなとき 持参するもの

国
保
に
入
る
と
き

1 他市区町村から転入して来たとき 印かん、転出証明書

2 他の健康保険をやめたとき 印かん、健保の離脱証明書

3 1、2の結果、
新たに家族の一員となったとき

印かん、
転出証明書または健保の離脱証明書

4 生活保護を受けなくなったとき 印かん、保護廃止決定通知書

5 子どもが生まれたとき 印かん、母子健康手帳

6 外国籍の方が加入するとき 在留カード等

国
保
を
や
め
る
と
き

1 他市区町村へ転出したとき 印かん、保険証

2 他の健康保険に加入したとき 印かん、国保と健保の保険証

3 生活保護を受けることになったとき 印かん、保険証、保護開始決定通知書

4 死亡したとき 印かん、保険証、死亡証明書

5 外国籍の方がやめるとき 保険証、在留カード等

そ
の
他

1 住所、世帯主、
氏名などが変わったとき 印かん、保険証

2 保険証をなくしたり、
よごれて使えなくなったとき

印かん、使えなくなった保険証、
身分を証明するもの

3 修学のため、子どもが他の市区町村に住
所を定めるとき 印かん、保険証、在学証明書

◦
「
特
定
理
由
離
職
者
」
に
該
当
す
る
離

　

職
理
由
コ
ー
ド
…
23
、33
、34

〈�

軽
減
の
手
続
き
に
必
要
な
も
の
〉

雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
、保
険
証
、印
か
ん

国保の届け出 ※必ず 14日以内に済ませましょう。

上記手続き時には、マイナンバーカード（個人番号カードまたは、
個人番号通知カード）本人確認書類が必要です。

Tamaki Information
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吊
り
天
井
改
修
工
事
等
の
た
め
、左
記

の
工
事
期
間
中
、ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
の
利

用
中
止
お
よ
び
会
議
室
等
の
利
用
を
制

限
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ご
利
用
の
み
な
さ
ん
に
は
、ご
不
便
を

お
か
け
し
ま
す
が
、ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

期　

間

�

10
月
１
日（
土
）
～
平
成
29
年

２
月
末（
予
定
）

※�

施
設
の
利
用
な
ど
詳
し
く
は
、保
健
福

祉
会
館（
☎（
５
８
）８
０
０
０
）へ
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　

浄
化
槽
の
法
定
検
査
は
、浄
化
槽
法

で
、浄
化
槽
が
正
し
く
設
置
さ
れ
て
い
る

か
、適
正
な
維
持
管
理
が
行
わ
れ
て
い
る

か
、書
類
の
保
存
が
行
わ
れ
て
い
る
か
等

の
検
査
を
、三
重
県
知
事
指
定
の
検
査
機

関
で
あ
る
『
一
般
財
団
法
人 

三
重
県
水

質
検
査
セ
ン
タ
ー
』で
受
け
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
維
持
管
理（
保
守
点
検
・
清

掃
）
と
は
別
に
、こ
の
検
査
を
受
検
す
る

こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

法
定
検
査
は
、「
設
置
後
の
水
質
検
査

（
７
条
検
査
）」
と
「
定
期
検
査
（
11
条
検

査
）」
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
う
ち
毎
年
行

う
定
期
検
査
は
、い
わ
ば
浄
化
槽
の
「
年

１
回
の
健
康
診
断
」で
す
。

　

保
守
点
検
と
は
目
的
、作
業
内
容
が
異

な
り
、保
守
点
検
業
者
と
委
託
契
約
し
て
い

て
も
指
定
検
査
機
関
に
よ
る
法
定
検
査
は

必
要
で
あ
り
、浄
化
槽
の
規
模
や
処
理
方
式

等
に
か
か
わ
ら
ず
、す
べ
て
の
浄
化
槽
が
受

検
の
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
有
料
）

◆�

町
内
は
、５
～
７
月
の
予
定
で
法
定
検

査
を
実
施
し
ま
す
。

◆�

法
定
検
査
は
、次
の
こ
と
を
検
査
し
ま
す
。

◦�

保
守
点
検
、清
掃
が
適
正
に
実
施
さ
れ
て

浄
化
槽
が
正
常
に
稼
動
し
て
い
る
か
。

浄
化
槽
の
法
定
検
査
に
つ
い
て

　
生
活
福
祉
た
よ
り 

❷

生
活
福
祉
課
☎（
５
８
）８
２
０
３

◦�

良
好
な
水
質
が
確
保
さ
れ
て
い
る

か
。（
放
流
水
を
採
水
し
、持
ち
帰
り

水
質
分
析
を
し
ま
す
）

◆
検
査
手
数
料
は
、３
，８
０
０
円
で
す
。

　
（
20
人
槽
ま
で
）

◆�

法
定
検
査
案
内
対
象
者
に
は
、後
日

「
受
検
案
内
書
」を
送
付
い
た
し
ま
す
。

◆
浄
化
槽
検
査
員
に
つ
い
て

　

�

検
査
員
は
、指
定
検
査
機
関
の
職
員

で
、「
身
分
証
明
書
」
を
常
時
携
帯
し

て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、一
般
財
団
法
人 

三
重
県
水

質
検
査
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
５
９（
２
１
３
）

０
７
０
７
）へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

保
健
福
祉
会
館・ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

の
吊
り
天
井
改
修
工
事
等
に
伴
う

利
用
中
止
お
よ
び
制
限
に
つ
い
て

　

助
産
師
の
下
村
孝
枝
さ
ん
と
、ベ
ビ
ー

ケ
ア
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
吉
川
美
恵

子
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、パ
パ
マ
マ
教
室

を
開
催
し
ま
す
。

　

１
日
目
は
、下
村
さ
ん
に
よ
る
講
話
・

パ
パ
の
妊
婦
体
験
・
絵
本
の
話
。
２
日

目
は
、吉
川
さ
ん
に
よ
る
赤
ち
ゃ
ん
の

お
世
話
の
し
か
た
・
赤
ち
ゃ
ん
の
抱
っ

こ
体
験
・
事
業
の
紹
介
で
す
。
こ
の
機

会
に
、ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

パ
パ
マ
マ
教
室

開
催
日 

５
月
15
日（
日
）・22
日（
日
）

　

カ
ナ
ダ
で

生
ま
れ
た
、子

育
て
中
の
親

を
支
援
す
る

こ
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
は
、参

加
者
の
み
な

さ
ん
が
抱
え
て
い
る
悩
み
や
関
心
の
あ

る
こ
と
を
、グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
い
な
が

ら
自
分
に
合
っ
た
子
育
て
の
仕
方
を
見

つ
け
て
い
き
ま
す
。

日　

時

�

６
月
２
日（
木
）
～
７
月
７
日

（
木
）
の
毎
週
木
曜
日
・
全
６

回
講
座

　
　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

場　

所

保
健
福
祉
会
館

対　

象

�

１
～
３
歳
の
お
子
さ
ん
を
子

育
て
中
の
方
で
、全
日
程
参

加
で
き
る
方

�

定　

員

12
名
程
度

参
加
費

�
無
料
（
飲
み
物
代
と
し
て
１

回
１
０
０
円
）

託　

児

無
料　

※
要
予
約

ノ
ー
バ
デ
ィ
ー
ズ・パ
ー
フ
ェ
ク
ト

～
完
璧
な
親
な
ん
て
い
な
い
～

　
子
育
て
支
援
た
よ
り

子
育
て
総
合
支
援
室
☎（
５
８
）８
０
０
０

※�

ご
希
望
の
方
は
５
月
27
日
（
金
）
ま
で

に
、子
育
て
総
合
支
援
室
（
保
健
福
祉

会
館
）へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

参
加
者
の
声

◦�

自
分
一
人
で
答
え
を
見
つ
け
よ

う
と
頑
張
り
す
ぎ
ず
、思
い
き
っ

て
他
の
人
に
頼
っ
た
り
、意
見
を

聞
い
た
り
す
る
こ
と
を
学
び
ま

し
た
。

◦�

い
ろ
ん
な
方
に
も
ら
っ
た
意
見
を

聞
く
だ
け
で
な
く
、実
際
に
実
行

に
移
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

◦�

心
強
い
先
輩
マ
マ
た
ち
と
知
り
合

う
こ
と
が
で
き
、う
れ
し
い
で
す
。
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「
さ
つ
ま
い
も
く
ら
ぶ
」
の
メ
ン
バ
ー

を
募
集
し
ま
す
。
メ
ン
バ
ー
に
な
ら
れ

た
方
に
は
、5
月
の
さ
つ
ま
い
も
の
苗
植

え
か
ら
メ
ン
バ
ー
さ
ん
に
よ
る
生
長
観

察
、10
月
に
は
芋
ほ
り
や
、や
き
い
も
の

活
動
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
家
族
で
自

然
に
ふ
れ
る
機
会
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

日　

程

�

５
月
の
平
日
に
苗
植
え
を
計

画
中
（
詳
し
い
日
程
は
、決
ま

り
次
第
メ
ン
バ
ー
の
方
に
連

絡
し
ま
す
。）

時　

間

午
前
中（
予
定
）

場　

所

玉
城
ふ
れ
あ
い
農
園

対　

象

�

１
歳
～
３
歳
の
お
子
さ
ん
と

保
護
者

定　

員

20
組

参
加
費

５
０
０
円（
１
家
族
に
つ
き
）

申
込
み

４
月
28
日（
木
）か
ら
募
集
開
始

※
お
申
込
み
は
、保
健
福
祉
会
館
ま
で
。

子
育
て
講
座「
さ
つ
ま
い
も

く
ら
ぶ
」メ
ン
バ
ー
募
集

日程 講座項目 講師（敬称略） 時間

5月14日（土）
◦開講式・オリエンテーション
◦提供会員の役割と心得
◦保育の心
◦子どもの遊び

担当アドバイザー
秋山 則子：三重県子どもNPOサポートセンター 副理事長
堀川 美子：育児支援アドバイザー
山野 栄子：鈴鹿短期大学 生活学科・こども学専攻 特任准教授

  9：20～  9：30
  9：30～11：30
12：30～14：30
14：45～16：45

5月15日（日）
◦子どものけがの予防と応急処置
◦身体の発達と病気
◦会則・活動記録等の説明

富内 直美：日本赤十字社 三重県支部
花田    基：花田小児科 院長
担当アドバイザー

  9：30～12：30
13：30～16：30
16：30～17：00

5月21日（土）◦心の発達／障がいについて◦子どもの栄養と食生活
千草 篤麿：高田短期大学 子ども学科 学科長
馬場 啓子：管理栄養士（元大学教授）

  9：30～12：30
13：30～16：30

5月22日（日）
◦小児看護の基礎知識
◦�講座をふりかえって（グループ
で話し合い）

岡田 まり：�㈱ジェネラス 訪問看護ステーションほたるいせ 管理者
町担当者
秋山 則子：三重県子どもNPOサポートセンター 副理事長

  9：30～12：30

13：30～16：30

　

町
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

で
は
、子
育
て
を
助
け
て
ほ
し
い
方
（
依

頼
会
員
）
の
要
望
に
応
じ
て
、子
育
て
の

お
手
伝
い
が
で
き
る
方
（
提
供
）
の
養
成

講
座（
下
表
参
照
）を
開
催
し
ま
す
。

　

子
ど
も
が
好
き
、子
ど
も
と
関
わ
る
活

動
が
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
方
は
、こ
の

機
会
に
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、子
育
て
中
の
方
や
、お
孫
さ
ん

を
預
か
っ
て
い
る
方
も
、子
育
て
に
役
立

つ
基
礎
知
識
を
学
ん
で
い
た
だ
け
ま
す

の
で
、ぜ
ひ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

対　

象

�

町
内
お
よ
び
近
隣
市
町
に
在

住
の
20
歳
以
上
の
方
で
、受

講
後
、提
供
会
員
と
し
て
登

録
し
て
い
た
だ
け
る
方
。

募
集
人
数

30
名（
先
着
順
）

受
講
料

�

無
料　

た
だ
し
テ
キ
ス
ト
代

（
２
，５
０
０
円
）
は
受
講
者

負
担
と
な
り
ま
す
。

託　

児

�

無
料　

※
ご
希
望
の
方
は
お
申

込
み
時
に
、ご
相
談
く
だ
さ
い
。

申
込
み

�

電
話
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
に
て
お

申
込
み
く
だ
さ
い
。

※�

詳
し
く
は
、町
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
（
☎
・
（
２
３
）３
９
３
８
）へ

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

提
供
会
員

養
成
講
座
受
講
者
募
集

時　

間

�

午
前
10
時
～
正
午

場　

所

保
健
福
祉
会
館

対　

象

妊
娠
中
の
方
と
そ
の
家
族
の
方

※�

ど
ち
ら
か
１
日
だ
け
の
参
加
も
で
き

ま
す
。
パ
パ
、マ
マ
ど
ち
ら
か
の
参
加

も
大
歓
迎
で
す
。

　

医
療
機
関
で
実
施
す
る
乳
が
ん
検
診

の
予
約
を
開
始
し
ま
す
。

対
象
者

町
在
住
の
30
歳
以
上
の
女
性

実
施
期
間

５
月
～
平
成
29
年
３
月
末

検
診
場
所

玉
城
病
院

料　

金

無
料

　

お
申
込
み
は
26
ペ
ー
ジ
の
保
健
事
業

カ
レ
ン
ダ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

５
月
～
乳
が
ん
検
診
が

始
ま
り
ま
す
！

　
健
康
づ
く
り
た
よ
り

地
域
包
括
支
援
室
☎（
５
８
）７
３
７
３

　

町
民
を
対
象
に
し
た
骨
粗
し
ょ
う
症

予
防
～
カ
ル
シ
ウ
ム
た
っ
ぷ
り
料
理
～

の
講
話
と
調
理
実
習
を
開
催
し
ま
す
。

日　

時

5
月
19
日（
木
）

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

場　

所

保
健
福
祉
会
館

定　

員

20
名

持
ち
物

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
米
1/2 

合

参
加
費

３
０
０
円

申
込
み

５
月
13
日（
金
）ま
で

※
お
申
込
み
は
、地
域
包
括
支
援
室
ま
で
。

骨
粗
し
ょ
う
症
予
防
料
理
教
室

～
カ
ル
シ
ウ
ム
た
っ
ぷ
り
料
理
～

　
保
健
事
業・食
改
た
よ
り

地
域
包
括
支
援
室
☎（
５
８
）７
３
７
３

養成講座日程・内容

Tamaki Information
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産
業
振
興
た
よ
り

産
業
振
興
課
☎（
５
８
）８
２
０
４

　

農
業
委
員
会
で
は
、毎
月
１
回
総
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
農
地
の
売
買
、貸
し

借
り
、転
用
等
の
許
可
申
請
が
必
要
な
方

は
、締
切
日
ま
で
に
農
業
委
員
会
に
申
請

書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

詳
し
く
は
、農
業
委
員
会
（
産
業
振
興

課
内
）へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

平
成
28
年
度 

農
地
法
関
係

許
可
申
請
書
提
出
締
切
日

の
お
知
ら
せ

　

幼
少
期
か
ら
木
と
ふ
れ
あ
え
る
保
育

環
境
を
園
児
や
保
護
者
に
提
供
す
る
こ

と
で
、木
材
の
活
用
の
促
進
と
森
林
づ
く

り
の
必
要
性
を
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
、

み
え
森
と
緑
の
県
民
税
市
町
交
付
金
を

活
用
し
、田
丸
保
育
所
に
三
重
県
産
木
材

を
利
用
し
た
下
駄
箱
を
13
基
設
置
し
ま

し
た
。
今
後
も
交
付
金
を
活
用
し
、木
の

ぬ
く
も
り
が
感
じ
ら
れ
る
環
境
を
整
備

し
て
い
き
ま
す
。

み
え
の
木
を
使
用
し
た

下
駄
箱
を
設
置

平成 28 年度 農地法関係許可申請書提出締切日

年

締
切
日

平成 28年

４
月
28
日
（
木
）

５
月
20
日
（
金
）

６
月
20
日
（
月
）

７
月
20
日
（
水
）

８
月
19
日
（
金
）

９
月
20
日
（
火
）

10
月
20
日
（
木
）

11
月
18
日
（
金
）

12
月
20
日
（
火
）

平成 29年

1
月
20
日
（
金
）

2
月
20
日
（
月
）

3
月
17
日
（
金
）

　

電
力
の
小
売
全
面
自
由
化
に
伴
い
、

国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
等
に
寄
せ
ら
れ
る

相
談
が
増
え
て
い
ま
す
。正
確
な
情
報

を
収
集
し
、便
乗
し
た
勧
誘
に
気
を
つ

け
ま
し
ょ
う
。

〈
相
談
事
例
と
ア
ド
バ
イ
ス
〉

①
代
理
店
と
偽
っ
た
営
業
行
為

→�

社
名
や
担
当
者
名
、連
絡
先
等
を
確

認
し
、本
当
に
代
理
店
か
を
確
認
し

ま
し
ょ
う
。

②
説
明
が
不
十
分
な
営
業
行
為

→�

き
ち
ん
と
説
明
し
な
い
、求
め
て
い

る
説
明
を
し
な
い
、と
い
う
場
合
に

は
そ
の
場
で
契
約
し
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

③�

電
力
の
営
業
と
称
し
た
他
の
商
品
・

サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
営
業
行
為

→�「
電
気
料
金
が
安
く
な
る
」と
い
う
場
合

に
は
、ど
う
い
っ
た
条
件
で
安
く
な
る
の

か
を
確
認
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

④�

電
力
の
営
業
と
称
し
個
人
情
報
を
取

得
す
る
行
為

→�

営
業
内
容
が
不
審
だ
と
感
じ
た
ら
、

検
針
票
を
見
せ
た
り
な
ど
の
個
人
情

報
の
提
供
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

⑤�

電
力
会
社
だ
と
偽
り
、
ス
マ
ー
ト

　

�

メ
ー
タ
ー
の
設
置
費
用
を
請
求
し
よ

う
と
す
る
行
為

→�

基
本
的
に
は
設
置
費
用
は
発
生
し
な

い
の
で
、「
免
除
す
る
」「
割
引
す
る
」

と
い
っ
た
営
業
に
は
惑
わ
さ
れ
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

※
相
談
は
産
業
振
興
課
も
し
く
は

　

三
重
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

�

☎
０
５
９（
２
２
８
）２
２
１
２
で
も

受
付
け
ま
す
。

消
費
生
活
相
談
員
の 

消
費
者
豆
知
識
Vol.25

※�

専
門
員
に
よ
る
5
月
の
相
談

日
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、電
話
に

て
受
付
し
ま
す
。

電
力
の
小
売
全
面
自
由
化
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
が

ご
注
意
く
だ
さ
い
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次
の
要
領
に
よ
り
町
営
住
宅
の
入
居

者
を
募
集
し
ま
す
。

●
募
集
住
宅　

　

城
東
団
地　

中
層
耐
火
４
階
建　

３
Ｄ
Ｋ

●
募
集
戸
数

　

２
戸（
１
階
１
戸
、２
階
１
戸
）

　

※�

た
だ
し
、募
集
中
に
空
戸
数
が
増
え
た

場
合
は
、募
集
戸
数
を
追
加
し
ま
す
。

●
募
集
受
付
期
間

�　

�

４
月
25
日（
月
）
～
５
月
25
日（
水
）ま

で
の
毎
日 

午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

ま
で
受
付
し
ま
す
。

　

※
た
だ
し�

土
・
日
曜
、祝
日
は
除
き
ま
す
。

●
入
居
料
お
よ
び
敷
金

　

�

入
居
料
は
前
年
度
所
得
か
ら
算
出
し
ま

す
。敷
金
は
、入
居
料
の
３
ヵ
月
分
で
す
。

　

※�

収
入
基
準
額（
月
額
）１
５
８
，０
０
０

円
を
超
え
て
い
る
方
に
つ
き
ま
し
て

は
、申
込
み
を
お
断
り
し
ま
す
。

　
　

�

詳
し
く
は
建
設
課
ま
で
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

●
入
居
資
格
者

　

�

玉
城
町
に
住
所
を
有
す
る
方
、ま
た
は

町
内
に
勤
務
し
て
い
る
方
。

　

※
１　

�

単
身
者（
60
歳
未
満
）、ま
た
は

家
族
を
不
自
然
に
分
割
し
て

の
お
申
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

町
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集

　
建
設
た
よ
り

建
設
課
☎（
５
８
）８
２
０
５

　

※
２　

�

そ
の
他
、玉
城
町
町
営
住
宅
管

理
条
例
に
基
づ
き
、入
居
資
格

が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

●
申
込
み
方
法

　

�

入
居
申
込
書
に
次
の
書
類
を
添
付
し
、

建
設
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

①
町
営
住
宅
入
居
申
込
書（
様
式
有
）

　

②�

入
居
者
全
員
の
住
民
票
（
続
柄
あ

り
、本
籍
な
し
の
も
の
）

　

③�

平
成
27
年
分
源
泉
徴
収
票
も
し
く

は
そ
れ
に
代
わ
る
も
の

　

④
平
成
27
年
度
所
得（
課
税
）証
明
書

　

⑤
在
勤
在
職
証
明
書（
様
式
有
）

　

⑥�
市
区
町
村
税
完
納
証
明
書（
町
内
勤

務
で
町
外
に
在
住
し
て
い
る
方
は
、

在
住
の
役
所
で
お
取
り
寄
せ
の
上
、

提
出
し
て
く
だ
さ
い
）

●
入
居
日

　

７
月
上
旬
を
予
定
と
し
て
い
ま
す
。

　

道
路
は
、み
な
さ
ん
が
利
用
す
る
大
事

な
公
共
施
設
で
す
。
道
路
上
に
ゴ
ミ
や

泥
な
ど
が
落
ち
て
い
る
と
事
故
の
要
因

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、木
の
枝
や
草
が
道
路
に
は
み
出
す

と
歩
行
者
や
自
動
車
な
ど
の
通
行
の
妨
げ

に
な
り
、大
変
危
険
で
す
。
枝
払
い
や
草
刈

事
故
の
要
因
と
な
る

　
ゴ
ミ
や
泥
を
道
路
に

　
　
　
　
落
と
さ
な
い
で

を
す
る
な
ど
、適
正
に
管
理
し
ま
し
ょ
う
。

　

道
路
を
き
れ
い
に
使
う
こ
と
は
町
の

美
観
を
守
る
だ
け
で
な
く
、み
な
さ
ん
の

安
全
を
守
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

道
路
管
理
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

町
の
シ
ン
ボ
ル
「
田
丸
城
跡
」
を
み
ん

な
の
力
で
き
れ
い
に
す
る
た
め
、春
の
田

丸
城
跡
ク
リ
ー
ン
作
戦
を
実
施
し
ま
す
。

こ
の
機
会
に
ふ
る
さ
と
の
歴
史
文
化
遺

産
「
田
丸
城
跡
」
に
足
を
運
ん
で
み
ま
せ

ん
か
。
友
だ
ち
、グ
ル
ー
プ
な
ど
お
誘
い

合
わ
せ
の
上
、ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

�
受　

付

午
前
7
時
30
分
～

清
掃
時
間

午
前
8
時
か
ら
2
時
間
程
度

　
　
　
　

�（
午
前
10
時
を
め
ど
に
流
れ
解

散
と
し
ま
す
）

受
付
場
所

お
城
広
場（
芝
生
公
園
）

清
掃
場
所

�

田
丸
城
郭
内
（
当
日
受
付
で

ご
案
内
し
ま
す
）

　

教
育
委
員
会
で
は
、夏
休
み
期
間
中
の

プ
ー
ル
監
視
人
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
員

2
名

資　

格

�

大
学
生
以
上
の
健
康
な
方
で

50
ｍ
以
上
泳
げ
る
方
。
連
続

し
て
勤
務
可
能
な
方
。

賃　

金

1
人
1
日 

７
，０
０
０
円

就
労
期
間

�

7
月
10
日（
日
）～
8
月
31
日（
水
）

主
な
業
務

①
機
器
点
検
お
よ
び
操
作

　
　
　
　

②
遊
泳
者
の
監
視

　
　
　
　

③
点
検
お
よ
び
清
掃

　
　
　
　

④
業
務
日
誌
の
記
帳

応
募
方
法

�

希
望
さ
れ
る
方
は
、履
歴
書

に
写
真
を
貼
り
、6
月
24
日

（
金
）
ま
で
に
教
育
委
員
会
へ

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

「
田
丸
城
跡
ク
リ
ー
ン
作
戦
」

参
加
者
大
募
集
！

開
催
日 

5
月
22
日（
日
）

町
営
プ
ー
ル
監
視
人
募
集

　
教
育
た
よ
り 

教
育
委
員
会
☎（
５
８
）８
２
１
２

※�

清
掃
で
き
る
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ

い
。
ま
た
清
掃
道
具
、飲
み
物
な
ど
各

自
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

※�

天
候
の
状
況
等
に
よ
り
中
止
す
る
場

合
は
、防
災
行
政
無
線
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

※�

詳
し
く
は
、教
育
委
員
会
へ
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
応
援
活
動

Tamaki Information
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Ｅ
Ｍ
ぼ
か
し
を
使
っ
て
生
ご
み
を
土

に
返
す
方
法
を
学
び
、環
境
に
優
し
い
生

活
を
目
指
し
ま
す
。

時　

間

午
前
10
時
～
正
午

場　

所

伊
勢
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

持
ち
物

�

蓋
付
き
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
箱

（
縦
＋
横
＋
深
さ
＝
70
㎝
以

内
）、エ
プ
ロ
ン

定　

員

30
名（
先
着
順
）

参
加
費

�

受
講
３
回
ま
で
無
料
（
４
回

以
降
２
０
０
円
）

申
込
み

�

開
催
日
の
1
ヵ
月
前
か
ら
前

日
ま
で
に
電
話
に
て
受
付
け

　
「
ど
う
な
っ
て
ん
の
？
私
た
ち
の
出
す
ご

み 

パ
ー
ト
10
」
を
テ
ー
マ
に
、清
掃
工
場
を

見
学
し
た
り
、可
燃
、粗
大
、資
源
ご
み
の
状

況
や
資
源
ご
み（
紙
類
）の
分
別
方
法
に
つ
い

て
学
ん
だ
り
す
る
学
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

悪
徳
商
法
に
は
、利
殖
商
法
、送
り
つ

け
商
法
、押
し
買
い
商
法
、キ
ャ
ッ
チ

セ
ー
ル
ス
商
法
、マ
ル
チ
商
法
等
、さ
ま

ざ
ま
な
形
態
が
あ
り
ま
す
。

　

悪
徳
商
法
の
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め

に
は
、「
お
い
し
い
話
」
や
「
甘
い
誘
い
」

に
乗
ら
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。

悪
徳
商
法
撃
退
10
か
条

一
、�何
の
用
？　

し
っ
か
り
聞
こ
う
身
分

と
要
件
！

一
、��お
か
し
い
と
思
っ
た
と
き
は　

ド
ア

閉
め
て
！

一
、��も
う
か
り
ま
す　

そ
ん
な
言
葉
に
ご

用
心
！

一
、�あ
や
し
い
ぞ　

人
の
フ
ト
コ
ロ
聞
く

業
者

一
、�勇
気
だ
し
は
っ
き
り
言
お
う　

い
り

ま
せ
ん
！

一
、�し
つ
こ
い
な　

そ
ん
な
相
手
は

１
１
０
番
！

一
、�迷
っ
た
ら
一
人
で
悩
ま
ず　

ま
ず
相
談
！

　
リ
サ
イ
ク
ル
た
よ
り

伊
勢
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
☎（
３
８
）２
８
０
０

「
Ｅ
Ｍ
ぼ
か
し
作
り
」講
習
会

参
加
者
募
集

開
催
日 

5
月
28
日（
土
）

第
29
回

環
境
学
習
会
参
加
者
募
集

開
催
日 

６
月
４
日（
土
）

悪
徳
商
法
に
ご
注
意
を
！

　

伊
勢
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
で
は
、ご
み

減
量
の
啓
発
活
動
を
目
的
と
し
た
リ
サ

イ
ク
ル
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

時　

間

午
前
10
時
～
正
午

場　

所

伊
勢
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

定　

員

各
教
室
と
も
15
名（
先
着
順
）

参
加
費

各
教
室
と
も
２
０
０
円

申
込
み

�

各
教
室
と
も
開
催
日
の
1
ヵ

月
前
か
ら
前
日
ま
で
に
電
話

に
て
受
付
け

開
催
日

教
室
名

6
月
5
日（
日
）
手
芸・小
物
教
室（
マ
ス
ク
作
り
）

6
月
11
日（
土
）
牛
乳
パ
ッ
ク
で
ペ
ン
立
て
作
り

6
月
18
日（
土
）
布
の
リ
サ
イ
ク
ル
教
室

6
月
26
日（
日
）
手
芸・小
物
教
室（
マ
ス
ク
作
り
）

も
っ
た
い
な
い
教
室

　
　
　
　
　

 

参
加
者
募
集

時　

間

午
後
1
時
30
分
～
３
時

場　

所

伊
勢
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

※
お
申
込
み
は
不
要
で
す
。

　
伊
勢
警
察
署
た
よ
り

伊
勢
警
察
署 

☎（
２
０
）０
１
１
０

　

民
生
児
童
委
員
・
行
政
相
談
員
・
人
権

擁
護
委
員
を
相
談
員
に
迎
え
、行
政
・
心

配
ご
と
相
談
を
開
催
し
ま
す
。

時　

間

午
後
１
時
～
３
時

場　

所

保
健
福
祉
会
館

行
政・心
配
ご
と
相
談

開
催
日 

5
月
10
日（
火
）・30
日（
月
）

　

花
オ
ク
ラ
の
種
植
え
体
験
を
行
い
ま
す
。

時　

間

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

場　

所

保
健
福
祉
会
館 

研
修
室

　

０
～
３
歳
児（
未
就
園
児
）を
対
象
に
、

お
は
な
し
会
を
開
催
し
ま
す
。

時　

間

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

場　

所

保
健
福
祉
会
館 

研
修
室

　
社
協
た
よ
り

社
会
福
祉
協
議
会
☎（
５
８
）６
９
１
５

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

「
5
月
の
は
な
♪
は
な
♪

　
　
　
　

  

お
は
な
し
会
」

開
催
日 

5
月
19
日（
木
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

「
5
月
の
カ
ラ
フ
ル
ら
い
お
ん
」

開
催
日 

5
月
11
日（
水
）

　

お
も
ち
ゃ
の
修
理
を
行
う「
お
も
ち
ゃ
病

院
」
を
開
催
し
ま
す
。
直
せ
な
い
お
も
ち
ゃ

も
あ
り
ま
す
の
で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。

時　

間

午
前
10
時
～
午
後
3
時

場　

所

保
健
福
祉
会
館

5
月
の
お
も
ち
ゃ
病
院

開
催
日 

5
月
14
日（
土
）
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一
、�サ
イ
ン
し
た
あ
と
で
し
ま
っ
た　

も

う
遅
い
！

一
、�契
約
は
し
て
も
お
金
は
後
払
い
！

一
、�あ
な
た
で
す　

自
分
の
財
産
守
る
の
は
！

　

自
転
車
事
故
の
う
ち
、自
転
車
側
に
違

反
が
あ
る
事
故
が
大
半
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

自
転
車
の
ル
ー
ル
違
反
は
、周
囲
に
迷

惑
を
か
け
る
だ
け
で
な
く
、自
転
車
利
用

者
の
生
命
に
も
か
か
わ
る
危
険
な
行
為

で
す
。

　

自
転
車
利
用
者
は
、ど
の
よ
う
な
行
為

が
ル
ー
ル
違
反
に
な
る
の
か
再
確
認
し
、

安
全
通
行
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

〈
自
転
車
運
転
者
講
習
受
講
命
令
〉

　

�

信
号
無
視
や
一
時
不
停
止
等
、特
定
の

「
危
険
行
為
」
を
過
去
３
年
以
内
に
２

回
以
上
繰
り
返
す
と
、「
自
転
車
運
転

者
講
習
」の
受
講
が
命
じ
ら
れ
ま
す
。

〈
イ
ヤ
ホ
ン
等
の
使
用
禁
止
規
定
〉

　

�

大
音
量
で
イ
ヤ
ホ
ン
等
を
使
用
し
て

音
楽
を
聴
く
な
ど
、「
安
全
な
運
転
に

必
要
な
交
通
に
関
す
る
音
ま
た
は
声

が
聞
こ
え
な
い
状
態
」で
の
車
両
の
運

転
は
違
反
で
す
。

　

５
月
26
日（
木
）・
27
日（
金
）に
開
催

さ
れ
る
伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
に
伴
い
、テ

ロ
防
止
や
国
内
外
要
人
の
安
全
確
保
の

た
め
に
検
問
を
行
い
ま
す
。

　

検
問
で
は
、行
き
先
を
お
尋
ね
し
た

り
、持
ち
物
や
車
の
ト
ラ
ン
ク
の
中
な
ど

を
見
せ
て
い
た
だ
い
た
り
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、５
月
25
日（
水
）か
ら
28
日（
土
）

に
か
け
て
、各
国
首
脳
の
移
動
に
伴
い
、

伊
勢
志
摩
地
域
の
道
路
や
高
速
道
路
等

で
交
通
規
制
を
実
施
し
ま
す
。

　

混
雑
緩
和
の
た
め
、

◦
公
共
交
通
機
関
の
利
用

◦
マ
イ
カ
ー
利
用
の
自
粛

◦
事
業
用
車
両
の
運
行
調
整

等
に
つ
い
て
、ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

サ
ミ
ッ
ト
に
関
す
る
情
報
は
、三
重
県
警

察
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
提
供
し
て
い
ま
す
。

※�

日
本
道
路
交
通
情
報
セ
ン
タ
ー
と
連

携
し
、サ
ミ
ッ
ト
開
催
に
伴
う
高
速
道

路
の
通
行
止
情
報
を
ツ
イ
ッ
タ
ー
に

よ
り
提
供
し
ま
す
。
下
記
ア
カ
ウ
ン

ト
を
フ
ォ
ロ
ー
す
る
こ
と
に
よ
り
、情

　

3
月
20
日
、町
文
化
協
会
主
催
の
囲

碁
大
会
が
保
健
福
祉
会
館
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
町
内
外
、遠
く
は
名
古
屋
市
や

尾
鷲
市
か
ら
総
勢
59
名
の
参
加
が
あ
り

ま
し
た
。

　

な
お
、成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬

称
略
）

【
Ａ
ク
ラ
ス
】

優　

勝　

奥
野 

民
憲（
津　

市
）

準
優
勝　

髙
橋 　

彰（
明
和
町
）

３　

位　

西
野 　

武（
玉
城
町
）

【
Ｂ
ク
ラ
ス
】

優　

勝　

永
島 　

洋（
玉
城
町
）

準
優
勝　

廣　

 

武
司（
明
和
町
）

３　

位　

岩
見 　

稔（
伊
勢
市
）

【
Ｃ
ク
ラ
ス
】

優　

勝　

笠
井 

正
徳（
津　

市
）

準
優
勝　

中
井 　

唯（
玉
城
町
）

３　

位　

谷
口 

維
行（
明
和
町
）

　

分
科
会
を
午
前
10
時
か
ら
、全
体
会
を

午
後
１
時
か
ら
開
催
し
ま
す
。

　

全
体
会
の
記
念
講
演
で
は
、フ
リ
ー

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
志
葉
玲
さ
ん
を
講
師

に
迎
え
、パ
レ
ス
チ
ナ
や
イ
ラ
ク
な
ど
の

紛
争
地
取
材
か
ら
、「
対
テ
ロ
」の
名
の
も

と
に
行
わ
れ
て
い
る
戦
争
に
、日
本
が
ど

う
か
か
わ
っ
て
き
た
の
か
を
、写
真
や
映

像
を
交
え
て
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

時　

間

午
前
9
時
30
分
～
（
受
付
）

場　

所

伊
勢
市
観
光
文
化
会
館 

4
階

参
加
協
力
券

５
０
０
円

　
　
　
　

※
保
育
あ
り
ま
す
。

お
問
合
せ
先

　
南
勢
地
区
母
親
大
会
実
行
委
員
会

　
☎（
２
４
）６
９
１
３

自
転
車
の
ル
ー
ル
違
反
が

危
な
い
！

伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
に
伴
う

検
問・交
通
規
制
に
ご
協
力
を
！

第
20
回 

玉
城
町
長
杯

囲
碁
大
会
の
結
果

第
55
回 

南
勢
地
区
母
親
大
会

開
催
日 

5
月
29
日（
日
）

　
広
域
の
お
知
ら
せ 

❶

報
を
受
信
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ア
カ
ウ
ン
ト
名 �

サ
ミ
ッ
ト
高
速
道
路

　
　
　
　
　
　
　
交
通
情
報（JA

R
TIC

）

ア
カ
ウ
ン
ト　

 ＠
sum

m
it_jartic

お
問
合
せ
先

　
三
重
県
警
察

　
☎
０
５
９（
２
２
２
）０
１
１
０

Tamaki Information
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次
の
と
お
り
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

�

場　

所

�

１
・
２
日
目
…
学
科　

三
重

建
労 

伊
勢
支
部 
第
二
会
館

　
　
　
　

�

3
日
目
…
実
技　

大
仲
建
設

（
株
）土
場（
伊
勢
市
西
豊
浜
町
）

受
講
料

１
３
，５
０
０
円

定　

員

�

60
名（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

受
講
資
格

�

満
18
歳
に
達
し
て
か
ら
、次

の
実
務
経
験
を
有
す
る
方

※�

つ
り
上
げ
荷
重
1
ト
ン
以
上
の
ク

レ
ー
ン
等
に
つ
い
て
、玉
掛
け
補
助
の

業
務
経
験
が
6
ヵ
月
以
上
の
方

〈
申
込
み
時
に
必
要
な
も
の
〉

　

�

印
か
ん
、受
講
料
、写
真
2
枚（
2.5 

cm
×

3.5 

cm
）、雇
用
保
険
資
格
取
得
証
明
書

（
加
入
者
の
み
）

お
問
合
せ
先

　
三
重
県
建
設
労
働
組
合 

伊
勢
支
部

　
☎（
２
３
）５
５
３
５

　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
伊
勢
で
は
、求
職

者
が
早
期
に
再
就
職
で
き
る
よ
う
、も
の

づ
く
り
分
野
に
特
化
し
た
職
業
訓
練
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

訓
練
科
名
・
期
間
・
定
員
等
は
、左
表
の

と
お
り
で
す
。

　

菓
子
博
は
、約
４
年
に
１
度
、全
国
各

地
で
開
催
さ
れ
て
お
り
、県
で
は
初
め

て
の
開
催
と
な
る
日
本
最
大
級
の
お
菓

子
の
祭
典
で
す
。
お
伊
勢
さ
ん
菓
子
博

２
０
１
７
は
、平
成
29
年
４
月
21
日（
金
）

～
５
月
14
日（
日
）の
24
日
間
、県
営
サ
ン

ア
リ
ー
ナ
お
よ
び
そ
の
周
辺
で
開
催
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、開
幕
１
年
前

と
な
る
４
月
23
日
（
土
）
か
ら
前
売
入
場

券
の
販
売
を
開
始
し
ま
す
。

玉
掛
け
技
能
講
習
会
の

お
知
ら
せ

開
催
日 

6
月
20
日（
月
）～
22
日（
水
）

公
共
職
業
訓
練
受
講
生
募
集

の
お
知
ら
せ

お
伊
勢
さ
ん
菓
子
博
２
０
１
７

前
売
入
場
券
販
売
開
始
の

お
知
ら
せ

　
広
域
の
お
知
ら
せ 

❷

※�

応
募
締
切
日
以
降
で
も
追
加
募
集
を

行
う
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、ポ
リ
テ

ク
セ
ン
タ
ー
伊
勢
ま
で
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

訓
練
場
所

�

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
伊
勢（
伊

勢
市
小
俣
町
明
野
６
８
５
）

対　

象

�

再
就
職
を
希
望
し
、公
共
職

業
安
定
所
に
求
職
申
込
み
を

し
て
い
る
方

※�

受
講
料
は
無
料
で
す
が
、別
途
教
材

費
・
作
業
服
代
が
必
要
で
す
。

お
問
合
せ
先

　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
伊
勢

　
☎（
３
７
）３
１
２
１

入所月 訓練科名 定員 訓練期間 応募締切日 入所選考日

6 月

CAD・
NC技術科 15名 6月17日（金）

～12月12日（月） ５月19日（木） 5月20日（金）

機械加工技術科 15名 6月23日（木）
～平成29年１月18日（水） 6月  ２日（木） 6月  ３日（金）

8月
電気設備技術科 15名

8月１７日（水）
～平成29年２月13日（月） ７月21日（木） ７月22日（金）

住宅リフォーム
技術科 15名

〈
第
１
期 

前
売
販
売
〉

　

４
月
23
日（
土
）
～
９
月
30
日（
金
）

〈
第
２
期 

前
売
販
売
〉

　

10
月
１
日（
土
）

　

～
平
成
29
年
４
月
20
日（
木
）

〈
当
日
券
販
売
〉

　

平
成
29
年
４
月
21
日（
金
）

　

～
５
月
14
日（
日
）

　

主
な
販
売
箇
所
：
県
内
の
お
菓
子
屋
さ

ん（
三
重
県
菓
子
工
業
組
合
加
盟
店
）、主

な
旅
行
代
理
店
、近
鉄
駅
営
業
所
、三
重

交
通
主
要
切
符
売
場
等

　

詳
し
く
は
、入
場
券
販
売
管
理
セ
ン

タ
ー
へ
お
問
合
せ
い
た
だ
く
か
、公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

お
問
合
せ
先

　
第
27
回
全
国
菓
子
大
博
覧
会・三
重

　
実
行
委
員
会
事
務
局
内

　
入
場
券
販
売
管
理
セ
ン
タ
ー

　
〒
５
１
６
―
８
５
６
６

　
伊
勢
市
勢
田
町
６
２
８
―
2

　
☎（
６
３
）８
１
６
１

　

http://w
w

w
.kashihaku-m

ie.jp/

お伊勢さん菓子博 2017公式キャラクター
いせわんこ
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ム
ラ
コ
長
町

〈
国
内
外
か
ら
、

注
目
の
玉
城
町
の
元
気
バ
ス
〉

　

今
回（
3
月
26
日
）は
、東
京
大
学

で
約
４
０
０
名
の
大
学
関
係
者
を

前
に
、平
成
21
年
開
始
か
ら
お
世
話

い
た
だ
い
て
い
る
大
和
副
学
長
か

ら
元
気
バ
ス
の
研
究
成
果
の
発
表

が
あ
り
ま
し
た
。
玉
城
町
の
実
証

実
験
で
、大
き
な
医
療
費
削
減
効
果

が
生
じ
て
お
り
、実
に
、１
人
当
た

り
平
均
で
約
2
万
円
／
年
の
医
療

費
が
削
減
さ
れ
、町
全
体
で
は
、約

１
，７
０
０
万
円
／
年
の
医
療
費
の

削
減
が
見
込
ま
れ
る
と
い
う
内
容

で
し
た
。
町
民
の
皆
様
の
利
用
が

高
ま
り
、元
気
バ
ス
を
利
用
し
外
出

さ
れ
る
こ
と
で
、健
康
に
つ
な
が
っ

て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま

し
た
。
東
京
大
学
は
、こ
の
シ
ス
テ

ム
を
活
用
し
、自
動
運
転
技
術
と
の

連
携
、他
の
予
約
シ
ス
テ
ム
と
の
連

携
、予
約
シ
ス
テ
ム
に
人
工
知
能
を

組
込
む
こ
と
な
ど
を
今
後
の
展
望

と
し
て
掲
げ
て
い
ま
す
。
世
界
モ

デ
ル
の
技
術
開
発
が
一
層
進
ん
で

い
く
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

三
重
県
が
発
表
し
た
最
新
の
県

内
29
市
町
の
統
計
デ
ー
タ
で
玉
城
町

は
、人
口
、自
然
環
境
、経
済
基
盤
、行

政
基
盤
、教
育
、健
康
医
療
、福
祉
、社

会
保
障
な
ど
、ほ
と
ん
ど
の
項
目
で

上
位
に
ラ
ン
キ
ン
グ
し
て
い
ま
す
。

一
方
で
、交
通
事
故
発
生
件
数
の
増

加
が
気
掛
り
で
す
。
事
故
防
止
対
策

を
講
じ
て
ま
い
り
ま
す
が
、ぜ
ひ
、お

一
人
お
ひ
と
り
が
事
故
防
止
を
心
が

け
て
く
だ
さ
い
。

　

新
学
期
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

ピ
カ
ピ
カ
の
1
年
生
は
、眩
し
い
ほ

ど
に
輝
い
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち

に
と
っ
て
も
、住
み
や
す
い
町
に
し

て
い
く
た
め
に
、日
頃
か
ら
大
人
が

良
い
お
手
本
を
見
せ
、親
同
士
が
積

極
的
な
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
て

い
た
だ
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

4
月
14
日
　
町
長
室
に
て

たまき観光案内・地場産品販売処たまき観光案内・地場産品販売処
4年目の「城」  毎月第４日曜日は、ますます楽しいイベント盛りだくさん！

■ くろべ　「作品展」
　5/16～ 6/15
　藤川 信子「ちぎり絵・俳画展」　
　6/17～ 7/15
　　

度会郡玉城町勝田4016-3（旧勘兵衛茶屋）

FAX 58-7007　営業時間 9：30～ 18：00

5月イベント情報

城ギャラリー

TEL 58-9375

※出品者・ギャラリー利用者を募集中！

5月 22日（日）殿様市

スタッフ笑顔いっぱいで
　　　　　ご来店お待ちしてま～す。

楽しさ・お得さてんこもり !!

3 月 25 日
　株式会社ダイム様から町内
小中学校、保育所等へ絵本「お
かげ参りをした犬  おさん」約 250 冊のご寄附を
いただきました。

ふるさと応援寄附金
　3 月は 441 件　5,960,000 円のご寄附をいた
だきました。
　累計で 30,113 件　379,083,332 円となりま
した。（平成 20 年制度開始から）

　

福
祉
、介
護
職
場
の
人
材
不
足
を
改
善

す
る
た
め
、離
職
者
・
中
高
齢
者
・
若
者
等

を
対
象
に
初
任
者
研
修
を
実
施
し
、資
格

取
得
後
、就
労
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

実
施
し
ま
す
。

受
講
期
間

�〈
第
1
回
〉6
月
20
日（
月
）
～

9
月
7
日（
水
）

　
　
　
　

�〈
夏
季
集
中
講
座
〉
7
月
21
日

（
木
）
～
8
月
31
日（
水
）

受
講
場
所

�

三
重
県
社
会
福
祉
会
館
（
津

市
桜
橋
）ほ
か

応
募
要
件

�

県
に
住
民
登
録
し
て
い
る
満

75
歳
未
満
の
方

募
集
定
員

�

各
講
座
39
名
（
応
募
多
数
の

場
合
は
抽
選
）

募
集
期
間

�〈
第
1
回
〉5
月
2
日（
月
）
～

6
月
9
日（
木
） 

必
着

　
　
　
　

�〈
夏
季
集
中
講
座
〉
6
月
10
日

（
金
）
～
7
月
11
日（
月
） 

必
着

受
講
料

無
料（
教
材
費
は
実
費
負
担
）

お
問
合
せ
先

　

�

三
重
県
社
会
福
祉
協
議
会

　
三
重
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
５
９（
２
２
７
）５
１
６
０

介
護
職
員
初
任
者
研
修

（
旧
ヘ
ル
パ
ー
２
級
）の

受
講
生
募
集

Tamaki Information
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有 料 広 告

「syunkon

カ
フ
ェ
ご
は
ん
５
」、高
村

友
也
「
ス
モ
ー
ル
ハ
ウ
ス
３
坪
で
手
に

入
れ
る
シ
ン
プ
ル
で
自
由
な
生
き
方
」

児
童
書

　

風
野
潮
「
氷
の
上
の
プ
リ
ン
セ
ス
波

乱
の
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
」、石
井
睦
美

「
す
み
れ
ち
ゃ
ん
」

絵　

本

　

エ
リ
ッ
ク
・
カ
ー
ル
「
い
ち
ば
ん
の

な
か
よ
し
さ
ん
」、の
ぶ
み
「
う
ん
こ

ち
ゃ
ん
」、ヨ
シ
タ
ケ
シ
ン
ス
ケ
「
も
う

ぬ
げ
な
い
」

紙
芝
居

　

ね
も
と
ま
ゆ
み
「
だ
れ
の
ご
ち
そ

う
」、桂
文
我
「
た
ぬ
き
の
に
ゅ
う
が
く

し
き
」

　

こ
の
他
、多
数
揃
え
ま
し

た
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

読
み
た
い
本
の
リ
ク
エ
ス

ト
が
あ
り
ま
し
た
ら
左
記
ま

で
お
願
い
し
ま
す
。（
予
算
、

内
容
に
照
ら
し
、購
入
を
検
討

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）

　　

新
茶
の
お
い
し
い
季
節
と
な
り
ま

し
た
。
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
の
ひ
と
と
き

に
、読
書
を
し
な
が
ら
青
々
と
し
た

木
々
の
緑
を
眺
め
て
い
る
と
、穏
や
か

な
気
持
ち
に
な
れ
ま
す
。

　

玉
城
町
図
書
館
で
は
、旬
の
本
・
話

題
の
本
を
取
り
揃
え
、み
な
さ
ん
の
ご

来
館
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
ど
う

ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
な
お
、新
規
で

ご
利
用
の
方
は
図
書
カ
ー
ド
の
登
録

が
必
要
で
す
。

（
身
分
証
明
書
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
）

●
購
入
図
書

　

碧
野
圭
「
菜
の
花
食
堂
の
さ
さ
や
か

な
事
件
簿
」、住
野
よ
る
「
ま
た
、同
じ

夢
を
見
て
い
た
」、百
田
尚
樹
「
カ
エ
ル

の
楽
園
」、桐
野
夏
生
「
バ
ラ
カ
」、角
田

光
代
「
私
の
な
か
の
彼
女
」、真
保
裕
一

「
赤
毛
の
ア
ン
ナ
」

実
用
書

　

藤
由
達
藏
「
結
局
、「
す
ぐ
や
る
人
」

が
す
べ
て
を
手
に
入
れ
る
」、山
本
ゆ
り

～
新
着
図
書
の
お
知
ら
せ
～

　

玉
城
町
図
書
館　

☎（
５
８
）８
２
１
２　

町
税
な
ど
の
お
知
ら
せ

税
務
住
民
課
☎（
５
８
）８
２
０
１

　

町
税
な
ど
は
、期
限
を
守
っ
て
必
ず
納

め
ま
し
ょ
う
。

■
固
定
資
産
税
に
つ
い
て

　

固
定
資
産
税（
第
１
期
）の
納
期
は

…
…
…
…
5
月
2
日（
月
）

■
自
動
車
税
・
軽
自
動
車
税
に
つ
い
て

　

�

平
成
28
年
度
自
動
車
・
軽
自
動
車

税
の
納
期
は
…
5
月
31
日（
火
）

　

納
付
さ
れ
る
場
合
に
は
、必
ず
納
税
通

知
書（
５
月
中
旬
発
送
）を
お
持
ち
く
だ

さ
い
。納
付
場
所
は
、銀
行
・
郵
便
局
・
農

協
・コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア（
自
動
車
税

の
み
）な
ど
で
す
。

～
「
口
座
振
替
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
」に

よ
る
継
続
的
な
お
支
払
い
を
ご
利
用
く
だ

さ
い（
要
手
続
き
）～

お
問
合
せ　

�

自
動
車
税
に
つ
い
て
は
伊
勢
県

税
事
務
所
☎（
２
７
）５
１
２
４
、

そ
の
他
は
税
務
住
民
課
へ

田
丸
保
育
所

　

5
月
12
日（
木
）・
26
日（
木
）午
前
中

外
城
田
保
育
所

　

5
月
11
日（
水
）・
25
日（
水
）午
前
中

有
田
保
育
所

　

5
月
12
日（
木
）・
26
日（
木
）午
前
中

下
外
城
田
保
育
所

　

5
月
11
日（
水
）・
25
日（
水
）午
前
中

※�

詳
し
く
は
、各
保
育
所
へ
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

町
立
保
育
所
園
庭
開
放
の
ご
案
内

　
5
月
の
園
庭
開
放
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子育て情報

お届けします

子育て
総合支援室
 ☎（５８）８０００

　「見守って見届ける」
　４月が過ぎ、子どもたちは保育所や小学校など

新しい環境に少しずつ慣れてきたころでしょう

か。お父さんやお母さんも、気にかけることが多

い時期ですね。今回は「見守って見届ける」とい

うキーワードでお話ししたいと思います。

　「見守り」や「見届ける」ということは、子育て経

験者にとっては「わかっているけど難しい」と実

感されることではないでしょうか。特に環境が

変わると、親はいつも以上に子どものことが心配

になります。子どもが帰ってくるなり、「今日は

どうだったの」「誰と遊んだの」などと根掘り葉

掘り聞き出したくなりますが、それは親自身が不

安を解消したいからではありませんか？

　親が口出しをすることは簡単ですが、親から口

出しされた子どもはもやもやした気持ちを膨ら

ませてしまいますし、そのような子どもの態度に

親は「子どもは言うことをきかない」と腹を立て

てしまうこともあるかと思います。しかし、そん

なときは、次のように気持ちを切り替えられると

いいですね。

　大人からみたら至らない点は多いかもしれま

せんが、子どもの頑張りを信じて見守ってみま

しょう。そのためには、口出しはぐっと我慢です。

また、中学生以上になると「自立」に向けて「見守

る」機会が多くなるので、そのための練習と思っ

てできるといいですね。「あれをしておきなさい」

「こうしなさい」と親はよく言いますが、案外、最

後はどうなったのかを確認することを忘れがち

です。「見届ける」とは、子どもが小さいときに親

が歯磨きの仕上げをしてあげるようなイメージ

です。歯磨きはいずれ一人でできるようになり

ますが、それまでは親が一緒にして助けてあげた

りします。そのなかで、少しずつできることが増

えてきたら褒めてあげるなどの行為が「見届け

る」ことです。これを親が面倒がってはいけま

せん。

　一人の人間を社会で生きていけるように育て

るのは、親にとっては誇りとやりがいでもありま

す。心に余裕を持ち、温かく丁寧に「見守って見

届ける」ことができる大人でいたいものですね。

子育て総合支援室

有 料 広 告

Tamaki Information
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日時 事業名 場所 内容 対象 申込 備考

5月 2日（月）
10：30～ 11：30 ぴよぴよサロン 保健福祉会館 ベビーマッサージ 生後 2ヵ月～

6ヵ月のお子さん ―

5月 6日（金）
10：30～ 11：00 おたんじょう会 保健福祉会館 おたんじょうカード作り 5月に 2歳・3歳になる

お子さん ―

5月 9日（月）
10：00～ 11：30 はいはいサロン 保健福祉会館 はいはい期からの離乳食

（後期）
生後 7ヵ月～

11ヵ月のお子さん 要 先着 15組

5月 13日（金）
10：30～ 11：30

１歳のひろば

おしろひろば おしろひろばであそぼう

1歳のお子さん ―

現地集合・雨天中止
２歳児のお子さん�
あつまれー！

2歳・3歳の
お子さん ―

毎週月曜日�
　～金曜日

10：00～ 15：00

子育て支援タイム
「にこにこ」

保健福祉会館�
（幼児児童福祉室）

子どもたちが、自由に遊びなが
ら、親子、親同士が楽しくふれ
あう場です。
また子育ての不安や悩みの相
談にも応じます。

子育て中の親子�
（おじいちゃん・おばあちゃ

んも大歓迎）
―

日時 事業名 場所 内容 対象 申込 備考

5月 11日（水）
12：50～ 13：20�
（受付時間）

1歳 6ヵ月児�
健康診査 保健福祉会館 小児科健診・歯科健診・身体計

測・問診・ぶっくすたーとなど

Ｈ 26.9.1 ～ H26.10.31�
生まれのお子さん�

前回未受診のお子さん
― 該当児には�

個人通知します。

5月 12日（木）
10：00～ 11：30�
13：30 ～ 14：30

乳幼児相談�
&�

おっぱい相談
保健福祉会館

身体計測・離乳食や子育て全般
に関する相談、助産師のおっぱ
い相談

生後 2ヵ月～未就園の
お子さん

要�
（一部）

おっぱい相談のみ�
予約が必要です。

5月 16日（月）
10：00～ 10：15�
（受付時間）

７ヵ月児相談 保健福祉会館

はな♪はな♪おはなし会さん
の絵本の読み聞かせ・ぶっくす
たーと・身体計測・問診・離乳食
の相談・育児相談

Ｈ 27.9.6 ～ H27.10.15�
生まれのお子さん�

前回未受診のお子さん
― 該当児には�

個人通知します。

日時 事業名 場所 内容 対象 申込 料金

5月 23日（月）
13：30～ 14：30

スクエアステップ
教室 保健福祉会館 血圧測定・スクエアステップ 興味のある方ならどなたでも ― 無料

5月～�
H29 年 3月
医療機関の�
実施時間内

乳がん検診 玉城病院

<30～ 64歳 >　
（水）・第 1.2（土）�
マンモグラフィ・超音波・視触診�
<65 歳～>
（月）（木）（金）�
マンモグラフィ・視触診

30歳以上の女性 ① 無料

日時 事業名 場所 内容 対象 申込 備考

5月 26日（木）
10：30～ 11：30

児童館�
「あそびのひろば」 さくら児童館 手作りおもちゃを使って遊ぼう 未就園のお子さん ―

駐車場は、田丸小学
校校舎裏、体育館前
をご利用ください。

保健福祉会館  ☎（５８）８０００

さくら児童館  ☎（58）8527　　梅がおか児童館  ☎（58）8345

①申込書を玉城病院へＦＡＸ・郵送または持参。申込書は、玉城病院・生活福祉課・保健福祉会館にあります。

児童館

子育て

保健（成人）

保健（母子）
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片付け
仕事
片付け
仕事

不要品の
処分

不要品の
処分

遺品の
整理
遺品の
整理

家具移動
タンス１本から
家具移動
タンス１本から

○番組に関するお問い合わせ…
役場総合戦略課　電話（58）8208

○放送に関するお問い合わせ…
アイティービー　電話 0120（222）505

【  4 月 30 日】　・ 入所式（各保育所）
【  5 月   7 日】　・ 入学式（田丸小・外城田小）
【  5 月 14 日】　・ 入学式（有田小・下外城田小）
【  5 月 21 日】　・ 入学式（玉城中）

ビデオレポート（毎週土曜日更新）

注意：番組は予告なく変更する場合がありますのでご了承ください。

【5 月 1 日～ 5 月 15 日】
　・ アルコール健康障害講演会

【5 月 16 日～ 5 月 31 日】　
　・ 未定

特別番組（毎月１・16日更新）

【5 月 5 日～ 6 月 4 日】
　・ ファミリーサポートについて

【5 月 20 日～ 6 月 19 日】
　・ 未定

知っ得、納得（毎月５・20 日更新）

文字情報『ちょっとたまき』（毎週土曜日更新）

4月25日～5月24日

たまきチャンネル プログラム
時 内　　容

6

00 玉城オリジナル健康体操①
06 知っ得、納得①
18 ちょっとたまき①
30 玉城オリジナル健康体操②
36 知っ得、納得②
48 ちょっとたまき②

7
00 ビデオレポート①
30 ビデオレポート②

8
00/30 玉城オリジナル健康体操①②
06/36 知っ得、納得①②
18/48 ちょっとたまき①②

9 00/30 ビデオレポート①②
10/11 00 特別番組
0 00/30 ビデオレポート①②
1/2 00 特別番組

3
00/30 玉城オリジナル健康体操①②
06/36 知っ得、納得①②
18/48 ちょっとたまき①②

4/5 00 特別番組
6 00/30 ビデオレポート①②
7・8 00 特別番組

9
00/30 玉城オリジナル健康体操①②
06/36 知っ得、納得①②
18/48 ちょっとたまき①②

10 00/30 ビデオレポート①②
11・0 00 特別番組

1
00/30 玉城オリジナル健康体操①②
06/36 知っ得、納得①②
18/48 ちょっとたまき①②

2 00 番組終了

議会放送
（議会終了まで）
閉会後再放送

議会放送
（議会終了まで）

当日録画

CATV
123ch
CATV
123ch

町内（自治区主催）の行事やイベントなど取材依頼をお待ち
しています。日にち・時間・場所・連絡先をお伝えください。

町議会が開催される当日午後９時から録画放送。
また、議会閉会後、翌日午前９時から再放送をします。

議会放送（終了まで）

有 料 広 告

人のうごき人のうごき
平成 28年 3月 31日現在

●人口　15,733人(－20人)
　【うち外国人 192人(－5人)】

●世帯数　5,691世帯(＋8世帯)
　【うち外国人 184世帯(－5世帯)】

（　　）は3月１日以降の増減

男　7,626人(－8人)
女　8,107人(－12人)

【うち外国人   35人(－1人)】

【うち外国人 157人(－4人)】
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診療内容のお知らせ

玉城町役場は午前 8：30 ～午後 7：00 まで開庁しています。住民票、所得証明、各種申請、相談などにご利用ください。

玉城町国民健康保険  玉城病院　☎（58）3039
診療時間 総合相談窓口

受付時間 ご案内

午前８時 45分～正午
午後３時〜５時
午前８時～11時45分
午後２時 30分～４時 45分

■玉城町役場
　☎（58）8200	  （58）4494
　●総務課 	 ☎（58）8200
　●税務住民課 	 ☎（58）8201
　●生活福祉課 	 ☎（58）8203
　●産業振興課 	 ☎（58）8204
　●建設課 	 ☎（58）8205
　●上下水道課	 ☎（58）8207
　●総合戦略課 	 ☎（58）8208
　●出納室 	 ☎（58）8210
　●議会事務局 	 ☎（58）8211
　●教育委員会（村山龍平記念館）
　　☎（58）8212 	  （58）7588

■玉城病院
　☎（58）3039	  （58）7299
■ケアハイツ玉城
　●介護老人保健施設
　　☎（58）3770	  （58）3790
　●訪問看護ステーション
　●訪問介護ステーション
　　☎（58）8117 
　●居宅介護支援事業所	☎（58）8822
■地域包括支援室（地域包括支援センター）
　☎（58）7373	  （58）8688
■保健福祉会館（子育て総合支援室）
　☎（58）8000	  （58）8688
■さくら児童館
　☎（58）8527 	  （58）8528

■梅がおか児童館
　☎（58）8345 	  （58）8346
■いなほの郷児童クラブ室
　☎（58）3956	  （58）3956
■つつじが丘児童クラブ室
　☎（58）7699	  （58）7699
■中央公民館
　☎（58）6331 	  （58）7755
■アスピア玉城
　●玉城ふれあいの館
　　☎（58）8800	  （58）8801
　●ふるさと味工房アグリ
　　☎（58）8686	  （58）8687
■社会福祉協議会
　☎（58）6915	  （58）6916
■元気バス	 ☎（58）8181

面談：受付でお申込みください。
電話相談：午前９時～午後４時　☎（58）3039
①午後は回診・検査・手術のために診療時間が遅れることがあります。
②学会等の都合により休診または担当医が変わることがあります。

まちかど掲示板

夜間・土日・祝日の急病診療は、医師・看護師不足とレントゲン・検査ができないため、お断りする場合がありますのでご了承ください。

伊勢市休日・夜間応急診療所（内科・小児科）の案内
住　所  伊勢市八日市場町 13-1 伊勢市福祉健康センター内　☎（25）8795
診療日  平日夜間、日曜、祝日
診療時間  昼間：午前 10時～正午・午後１時～５時　夜間：午後７時 30分～ 10時　
三重県地域救急医療情報センターコールセンター　☎ 0596（28）1199

看護師・看護助手 募集中！！
※詳しくは玉城病院へお問合せください。

福祉タクシー　やまや
伊勢市消防本部　患者等搬送事業者　認定

　○車いすに乗ったまま乗り降りできる福祉タクシーです
　○貸出します（車椅子、リクライニング車いす、ストレッチャー）
　○通院、転院又は買い物 冠婚葬祭 等 利用できます
　○初乗り 1.5kmまで630円 以後303ｍまでごとに100円
  　 時速10km以下の場合 110秒までごとに100円　
   　送迎回送料 1回100円　  時間制・貸切もあります
　※福祉輸送限定（健常者の方のみの乗車はできません）
　※大型2種免許・ﾎｰﾑﾍﾙﾊﾟｰ2級・上級救命講習修了書　有

玉城町妙法寺406-16 山路  正史

☎ 0120-294-808
やま  じ      まさ  し

有 料 広 告 有 料 広 告

曜日
診療科目 月 火 水 木 金 土・日・祝日

午前
8：45 ～
12：00

内　　科 循環器内科 循環器内科 消化器内科 消化器内科

休診

外　　科 総合診療
本泉院長

総合診療
本泉院長 重盛医師 総合診療

本泉院長
総合診療
本泉院長

整形外科 矢田副院長 矢田副院長 矢田副院長 矢田副院長

特殊外来
三重大学
皮膚科

９：00 ～ 12：00

三重大学
眼科

9：00 ～ 11：30

午後
3：00 ～
5：00

内　　科 糖尿病内科

外　　科 三重大学
外科

総合診療
本泉院長

三重大学
外科

三重大学
外科

整形外科 矢田副院長 矢田副院長

休日・夜間当直室	 ☎（58）8213


